
導入編 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセットアップしてください。 


特長 （3 ページ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウエアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 


導入にあたって （1 1ページ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

お客様登録 （1 目ぺージ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップを始める前に （17 ページ） 

セットアップの順唐を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 2008のセットアップ （21 ぺージ） 

Windows Server 2008で運用する場合のシステムのセツトアップの方まにつ 
いて説明しています。 


Windows Server 2003 x 目4 Editions のセットアップ（日〇ぺージ） 

Windows Server 2003 x 64 Editions で運用する場合のシステムのセットアッ 
プの方法について説明しています。 

Windows Server 2003のセットアップ （61 ぺージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップの方まにつ 
いて説明しています。 

障害処理のためのセットアップ （89 ページ） 

障害が起きたときに障害からより早く、磕実に復旧できるようセ、ソトアップを 
してください。 

応用セットアップ （1 日3ページ） 

システムの環境やインス I -ールするオペレーティングシステムによっては、特 
殊な手順でセットアップしなければならない場合があります。必要に応じて参 
照してください。 
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Linux のセットアップ （108 ぺージ） 

Linux で運用する場合のシステムのセツトアップの方まじついて説明していま 
す。 


本書の中でフ□、ソピーディスクを使用した説明が記載されていますが、 
本製品は標準構成でフ□、ソピーディスクドライブを内蔵していません。 
オプションの内蔵 US 目 FD ドライブを使用してください。 
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巧長 


お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 



©己 診斬機能 


• インテル® Xeon® プ□セ、ソサー3000系/ 

インテル® Pentium® デュアルコア.プ□セ、ソサー搭載 
-N 8100 -1555 :1.80 GHz 

-N 8100 -1557 : 3.00 GHz 

• 高速メモリアクセス （DDR 2800対応） 

• 高速1000己 ASE-T/100 己 ASE-TX/10 己 ASE-T りポート） 
インタフエース （1Gbps/100Mbps/10Mbps 対応） 

• 高速ディスクアクセス (SATA および SAS 対応(オプション)) 
• Dual Channel メモリ対応 


• Power On Self-Test (POST) 
• テスト診断 （ TeDoLi ) 


I ■ぐ に 使える 

BTO (工場組み込み化荷）使用する OS の 
インストールやオプションの取りがけを 
指定できまず。 


區 信頼性 

• メモリ監視機能 
(エラー訂正/エラー検化） 

• 己 IOS パスワード機能 
• 温度検知 
• パスワード機能 
• ファン回転監視機能 
• 電圧監視機能 

• RAID システム 

(SATA2 (標準） /SAS (オプション）） 
• バスパリティ エラー 検化 
• 異常通知 

• 工場化荷時オプションで冗長電源対応 
• 工場化荷時オプションで冗長ファンに対応 



@理 機能 

• ESMPRO プロダクト 
• 本体遠隔監視機能 

(EXPRESSSCOPE エンジン 2) 

• RAID システム管理ユーティリティ 
• 八ードディスクドライブ監視 

(オプシヨンの増設用 HDD ケージが 
必要） 


IIS 驾な ?; ップ 



• EXPRESS 己 UILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (パラメータファイル作成ユーティリティ） 

• SETUP 旧 IOS セットアップユーティリティ） 


オフライン保守ユーティリティ 
DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 


^ 富な機能搭載 



• EI Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマツトをサポート 

• リモートパワーオン機能 

• AC リンク機能 

• RAID システム (SATA) 標準装備 

• IPMI V2.0 に準拠したベースボード- 

マネー ジメント. コント□-ラ旧 MC) を搭載 

^ 電力機能 

• スリープ機能をサポート（オプションボードに 
よっては機能しないものもある） 

• Enhanced Intel SpeedStep® Technology に対応 

• Enhanced Halt State に対応 


• 最大 8 GB のメモリに GBX4: DIMMX4 ス□、ソト） 

• USB 2.0対応 

• 豊富な10オプションス□ット 
—PCI Express (x 8):1 ス□、ソト 

(x1) :2ス□、ソト（コネクタは x8) 
- PCI (32bit/33MHz) : 2ス □、ソ ト 

• SATA2X6 チャネル 

• Ultra ATA 100x1 チャネル 

• ラックマウントタイプへのコンバージョンが可能 
(N81 43-7 1ラック〕ンバージョンキットが必剪 


















4 特長 


本装置は、高い信頼性を磕保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連携じより、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を磕保すること 
ができます。 

を機能はそれぞれ JU 下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

-八ードウエア全般 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 


•RAID コント□ーラ（オンボード、 
オプション） 

Universal RAID Utility 

• バックアップ管理 

DAT/At など* 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows NT* 
BackupExec*、NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS) * 

PowerChute Business Edition* 

(を) 

無停電電源装置により、使用するソ 
フトウェアが異なりまず。 

ネットワーク管理 

1日 OBASE-TX 接統ボードなど* 

WebSAM/Netvisor* 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エン 

ESMPRO/ServerManager 


ジン2 

ESMPRO/ServerAgent 


* オプション製品 
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サーバ管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するために 「ESMPRO/ServerAgent」 をインス! -- ルし 
てください。 「ESMPRO/ServerAgent」 は本体の稼動状況などを監視するとともじ万一の障 
害発生時忙 SMPRO/Se「ve「Manage「」 と連携してただちに管理者へ通報します。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は 
下記の表のとおりです。 


機能巧否表 


機能 名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能でず。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

シスてム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をずる機能です。 

I / O デバイス 

〇 

I / O デバイス（シリアルポート、パラレルポート、キー 
ボード、マウス、ビデオ）の情報参照をする機能です。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視ずる機能です。 

* 電源を監視する場合、オプションの冗長電源アップグ 
レードキ 、ソ トが必要でず。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する機能です。 

* オプションの冗長対応可能な電源が必要です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視ず 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク （ LAN ) に関する情報参照やパケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能でず。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO / ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能でず。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能でず。 

ディスクアレイ 

〇 

下記 RAID コント□ーラを監視する機能です。 

• オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded 

MegaRAID ™) 

参オプションの RAID コント□-ラ N 81 03- 109/11 6 A / 
117 A /118 A 

その他 


〇 

ウォッチドッグタイマによる 0 S ストール監視をする機能 
です。 



〇 

0 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇：サポート A :—部サポート X :未サポート 



ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。各ソフトウエアのインストール方まや使用方法は、各ソフトウエアの 
説明を参照してください。 


Windows 版との機能差分について 

Linux 版 ESMPRO/ServerAgent では、 Windows 版 ESMPRO/ServerAgent とは異なり、ディ 
スクアレイ監視機能は、障害通報機能のみサポートです。 

データビューアでのディスクアレイ情報の表示はできません。 

別途、ディスクアレイコント□ーラの RAID システム監視ユーティリティをご使用ください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることじつながると言えます。オンボードまたは、オプションの RAID コント□ーラ 
( RAID コント□-ラ N 8103 -109/116 A /117 A /118 A ) を使用することにより、八ード 
ディスクドライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 
使用できる RAID コント□ーラは、本体装置のモデルじより異なります。 

-オンボードの RAID] ント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID™) 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) によって 、 RAID 
システムを構築することができます。 RAID コント□ーラがサポートする RAID レべ 
ルは、 RAID 0 、RAID 1 、 RAID 10です。 

RAID システムの構築、設定:、管理じは 、 「LSI Software RAID Configuration Utility 」 
や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用します。 

詳細は、「2八ードウェア編 RAID システムのコンフィグレーション」に43ページ）、 
「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」（289 ぺージ）を参照してください。 

-オプションの RAID コント□-ラ (N81 03-1 09/11 6A/117A/118A) 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -109/116 A /117 A /118 A ) は、本体装置 
のハードディスクドライブを使用して RAID システムを構築します。 

-本体装置の八ードディスクドライブを使用して RAID システムを構築する RAID 
コント□ーラ 

N 8103 -109 RAID コント日ーラ （128 MB，RAID 0/ 1/5/6). N 8103 -116 A 
RAID コント日ーラ （128 MB，RAID 0/1)、 N 8103 -117 A RAID コント日ーラ 
(128 MB , RAID 0/1/5/6). N 8103 -118 A RAID コント日ーラに 56 MB，RAID 
0/1/5/6) の 4 種類があります。 RAID コント□ーラがサポートする RAID レベル 
は 、 RAID 0. RAID 1 、 RAID 10、 RAIDS、RAID 6 です。 N 8103 -116 A で 
RAIDS、RAID 6 を使用するには、オプションの 「 N 8103 -1 19 RAID アップグ 
レードキット」を使用します。 

RAID システムの構築、設定:、管理には、 「 Web 巨 I 0 S 」 や 、 「Universal RAID 
Utility 」 を使用します。 

詳細は、オプションの RAID コント□ーラに添付の説明書や、「3ソフトウェア 
編 Universal RAID Utility 」（289 ぺージ）を参照してください。 


RAID システムの設をは、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設をでき 
ます。より詳細な設ををする必要があるときは、それぞれのコンフィグレーションユー 
ティリティを使用してください。 

RAID システム管理ユーテイリテイは ESMPRO/ServerManager や ESMPRO/ServerAgent 
との連携じより、 RAID システムの状況をトータルじ監視し、障害の早期発見やそ防措置を 
行い、八ードディスクドライブの障善に対して迅速に対処することができます。 



Universal RAID U 川け y 、 ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、 
本体に標準で添付しています。ソフトウてアのインストール方法や使用方ま 
は、各ソフトウてアの説明を参照してください。 
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パト□—ルリードと整合性チェックによる予防保守 

j \- ドディスクドライブの後発不良に巧する予防保守としてパト□ールリードび 
有効です。パト□ールリードにより、後発不良を早期に発見できます。 

パト□—ルリード機能をサボートする RAID コント□—ラを使用する場合は、パト 
□—ルリードを使用してくださし、。パト□—ルリード機能をヴポートしない RAID 
コント□-ラ(オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID )) 
では、パト□ールリードの代わりに整合性チェックを使用してください。 






s 特長 


• バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や AIT 装置と各種ソフトウエアを使って定期的にバックアップをとってくださ 
し^。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設定など、ご使用じなる環境に 
合わせて利用して<ださい。 

SCSI バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□ー ラボード 
が必要です。 


アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体ノ \、ソクアップ装置に単純なバ、ソクアップを行うときに使用。 

ARCserve 

( コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

スケジュール運用が巧能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

BackupExec(Symantec 社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

NetBackup(Symantec 社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 DB オンラインバックアップなどに対応可能。 



NTBackup 


け、 ' ，か，の*ン, 

。け■お，み’ • ♦ 

ん， • 。 ^ ^ ^ 巧あ ,^7^*. ""wwfwr-aiiSn ち， 




ARCserve 




BackupExec 


NetBackup 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力□え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因とな 
る場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その閨 
にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電琉の変動を巧え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動-無人運転を実現することもできます。 

本製品では、 APC 社製 Smart - UPS の無停電電源装置を接続オプションとして用意しています。 
管理•制御ソフトウェアとして ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRumingCon - 
troller などがあります。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を使用することにより、本体に内蔵され 
ている LAN カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこと 
ができます。 
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リ モー ト管理 

本体標準装備の EXPRESSSC 0 PE エンジン2と ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「を使用することに 
より、 LAN / WAN を介した本体のリモート監視や管理をすることができます。 
EXPRESSSC 0 PE エンジン2が提供する管理機能は下のとおりです。 

• 温度/電圧/ファン/八ードディスクドライブ*^の監視 

• 電源ユニットの監視*2 

• 八ードウエア障害のシステムイベント□グ ( SEL ) 生成機能 

• ウォッチドッグタイマによる 0 S ス I -ール監視 

• 0 S ストップエラー発生後の通報処理 

• Web ブラウザ、およびお Inet / SSH 経由でのコマンドラインを使用したリモート制御（本 
体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 システムイベント□グ ( SEL ) の磕認など） 

• リモート KVM 機能、リモートメディア機能(オプションのリモートマネージメント拡張 
ライセンスが必要です。） 

^ リモートマネージメント拡張ライセンス(N811日- 03) を使用する場合のを意事 

項 

• リモートコンソール/リモートメディア機能についての最新情報は、弊 

社 Web サイト (http://nec8.com) を参照してください。 

• ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「による LAN / WAN 経由でのリモート制御、複数台装置の集中 
管理 

Web ブラウザ、および telnet / SSH 経由でのコマンドラインを使用したリモート制御やリモー 
卜 KVM 機能、リモートメディア機能については EXPRESS 目 UILDER 内の 「EXPRESSSCOPE 
エンジン2ユーザーズガイド」を参照してください。 


1 オプシヨンの増設用 HDD ケージが必要。 

2 オプ シヨンの 冗長電源 アッ プ グレードキット が必要。 
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導入にあたつて 

本装置を導入するじあたって重要なポイントじついて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、 w 下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添がされています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「をハードウェア機能および添がソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを橫討し、それに合わせて必要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインストール/設をを行ってください。 


稼動げ況-障害の監視、および保守 


本体に標準添付の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用すること 
により、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス （ HTTPS )」 を利用すれ 
ば、低コストで Express 5800シリーズの障害監視-保守を行うことができます。 
r エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) J を利用することもご横 
討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点じついて磕認してください。 

出荷時のが態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、化荷時の状態を確認してください。 

• オペレーティングシステムのインス I ルが態について 

を文により化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

BT 0( 工場組み込み化荷）にて Windows Server 2008 、 Windows Server 2003 
x 64 Editions、Windows Server 2003または Linux のインストールを指定され 
たも □ 〇 

未インストール 

BTO (工場組み込み化荷）による 0 S のインストールを希望されなかった場合。 


出)荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。20ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか十分に橫討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮でき 
なくなります。 

• くその1 > 運用方針と障害巧策の検討 

八ードウエアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムじよって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 （3 ページ)」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
よう横討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 

• くその2> 八ードウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを磕実に行います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるためじ運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、20ページに示す手順に従ってください。 

八ードウエアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウエアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 
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• くその3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設をといった八ードウエアのセットアップが終わった 
ら、八ードディスクドライブのパーティションの設定や RAID システムの設定、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウエアのインストールに進みます。 

く BTO (工場組み込み出荷)時の初期設定 ( Linux ) > 

目 TO (工場組み a み化荷）を指定して Linux サービスセットを購入されたお客樹ま 、 Linux 
サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、 Linux の初 
期導入設をを行って<ださい。 


く再セットアップ ( Linux ヴービスセットを購入された場 S ( Linux )〉 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD が提供する自動セットアップユーティリティ「シー 
ムレスセットアップ」 を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 RAID シ 
ステムの構築や 0 S 、 各種アプリケーションのインス!-ールに必要な情報を選択•入力す 
ると、後は簡易的な操作で BTO (工場組み込み化荷)時の状態に復元することができます。 


く未インストールか5のセットアップ-再セットアップ ( Unux )> 

r シームレスセットアップ」を行うか、もしくは添付の 「 EXPRESSBULDERJDVD に格納 
されているオンラインドキュメント 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレー 
シ ヨンサプリ メントガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメ 
ントガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0インストレーシヨンサプリメントガイド」を 
参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

本装置がサポートしている OS ( Umx ) は次のとおりです。 

— Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

— Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 

— Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

— Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 

- MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside 


- MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside for x 86-64 


く初めてのセットアップの場合 ( Windows )〉 

初めてのセットアップでは、お客様がを文の際に指をされたインス!-ールの状態によっ 
てセットアップの方法が異なります。 

—「カスタムインストール」を指定して購入された場合 

本装置の電源を ON にすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップの途 
中で表示される画面のメッセージに従って必要事項を入力していけばセットアップ 
は完了します。 

一「ホインストール」にて購入された場合 

く未インス I -ールからのセットアップ-再セットアップの場合>に示す手順に従って 
ください。 
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く未インス I ルか5のセットアップ-再セットアップの場合 ( Windows )〉 

本装置でホインス I ルからのセットアップ-再セットアップをサポートしている 0 S 
( Windows ) は次の通りです。 


Windows Server 2008 Standard 64 bit ( x 64) Edition 日本語版似降、 
「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

Windows Server 2008 Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版似降、 


「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

Windows Server 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 


— Windows Server 2003 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版似降 、 「Windows 
Server 200 3 x 64 Edition 」 と呼ぶ） 


— Windows Server 2003 R 2, Standard Edition 日本語版似降 、 「Windows Server 
2003」と呼ぶ） 

— Windows Server 2003, Standard Edition 日本語版化 i 降 、 「Windows Server 
2003」と呼ぶ） 

ホインストールからのセットアップ•再セットアップでは、インストールする OS によっ 
て異なります。 

< Windows Server 2008をインストールする 場合> 

本書の25ページを参照し、「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESSBULDER」DVD じ格納されているオンラインド丰ュメント 
「Windows Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マ 
ニュアルセットアップ」を行ってください。 

< Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする 場合> 

添付の 「 EXPRESSBULDER 」 DVD に格納されているオンラインド车ュメント 
「Windows Server 2003 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

< Windows Server 2003をインストールする 場合> 

本書の64ページを参照し「シームレスセ、ソトアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESS 目 UILDERJDVD じ格納されているオンラインド丰ュメント 「Windows 
Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアル 
セットアップ」を行ってください。 

• くその4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解巧ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2008 、 Windows Server 200 3 x 64 Editions 
または Windows Server 2003に関しては、本書で説明しています。 
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• くその日> 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

インストールが完了したソフトウェア旧 TO で化荷時に組み込まれたものを含む）のを 
種パラメータを、使用する八ードウェア/ネットワーク環境へ合うように設定します。 
また、本装置と同じネットワーク上へ管理 PC (—般的な PC が使用巧）を定義し、管理- 
監視用のソフトウェアをインス I -ールします。 

詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。 

• くその目 > システム情報のノ（ックアップ 

「オフライン保守ユーティリティ」を使ってマザーボード上の装置固有情報をバックアッ 
プします。マザーボードが故障した場合、ボードを換後、この情報をリストアすること 
によって巧換じ(前と同じ状態じすることができます。詳しくは102ページをご覧くださ 
い。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウェアが必要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）に従ってをソフトウェアの 
インストール、および必要な設をを行ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、下の点じごを意ください。 

• ヴーノ (管理機能を利用するにあたって 

- 本対応のコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン/電源）の使用状ミ兄の監視 
やオペレーティングシステムのス I ル監視など、監視項目によっては ESMPR 0/ 
ServerManager . および ESMPRO / ServerAgent でしきい值などの設定が必要じな 
ります。詳細は、をソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照して 
ください。 

• ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- RAID システムを使用する場合 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプション 
の RAID コント□-ラ （ N 8103 -109/116 A /117 A /118 A ) を使用する場合 、 Universal 
RAID Utility をインス I -ールします。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使ってを期的に 
へ、ソ ドを清掃するようムがけてください。 へ、ソ ドのミちれはデータの読み書きエラー 
の原因となり、データを正しくバックアップ/リストアできなくなります。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、制御用ソフトウェアが必要です。制御用 
ソフトウエアには、 ESMPRO / UPSManager や ESMPRO / AutomaticRumingCon - 
trailer のご使用を推奨します。 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起 
動などを行うには BIOS の設定が必要となる場合があります。「システム BIOS の 
セットアップ （ SETUP )」 に10ぺージ）を参照して、 「 Server 」 メニューにある 
「 AC - LINK 」 の設定をご使用になる環境に合った設をに変更して<ださい。 
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お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「 NEC ビジネス PC / PC サーバお客様登録サービス」への 
登録をお勤めしております。 

次の Web サイトからご購入品の登録をしていただくと、お問い合わせサービスなどを無料で 
受けることができます。 

http :// club . express . nec . co . jp / 


ファイルの漏集の表子な）も気に入口(かウールのヘルプお） 


お客樣登録 




:ビジネス PC / PC サーバ お客樣登録 


NEC PC ヴーバ （Express 5800シリーブ)、ビジネス PC(Mate&VersaPro) をご巧入いただき誠にありがとラごさいます。 

8を泣では、わを揉への巧装品のご案内や巧入舆品の効果巧なごが用をヴボートするためにわを辖登録ウービスを実巧 
してわります。 

登録巧無がにてご巧入いただいた吳品をご登録いただけますので、ぜひわ申しをみください。 

XVAUJESTylR LaMe のお客巧安細こつきましては121 ware Iこてを似す • こちらを こ技くだみ、* 

I ご 登巧いただくと、 巧の 巧巧サービスを巧がいたしまず。 

I Express 580 0V リーブを巧入品を録ぃただぃたちには… 

Web テクニカル巧さわせサービス 

ExpressS 郎 0'>U —刃こ閱するを本のなテクニカル巧 Li さわせに巧なしホ:します。 

なお、お巧し、合わせの巧筋こつきましては一部甫版げござしホす。詳しくは こちを ぞご提くださし、。 

ェクスブレス巧巧サービス巧巧レボート«置 

r ェクスブレス通報サービス J にご化入 L ただいてIる巧さ、巧象製品の巧統レボートをリアルタイムにご確記しただけます。ェクスブレス巧 
統サーピスにつきましては こ ちらび0。 ぞ ごちください。 

I ビジネス PCOfate&VersaPro 保巧入登録いただいたでには ••- 


I 会員登録だけでも" 


I 巧規登な•ログイン 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めま 
す。 


BTO (工場組み込み出荷）にて Windows のインス! -- ルを指定した場 S ホ、 
Bta 本体に Windows のプ□ダクトキーび記載された ID ラベルび貼りつけ5れてい 
まず。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD- EEEEE 

111111111111111111111111111111 

00000 - 000 - 000-000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インス I ル時に必要な情報でず。 
剔がしたり巧したりしないよう取り扱いにごま意下さい。もし剥びれて紛失し 
たり巧れて見えなくなった場台でも、ラベルの再発行はでをませんので、あ5 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されることを 
お勧めします。 


EXPRESSBUILDER びサポートしているヴービスパック 


本体に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD では、下の OS インス!ルメディア及びサービ 
スパックの組み合わせをサポートしています。 

• Windows Server 2008 

- OS インス! -- ルメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition 

- OS インス I ルメディア (Service Pack 2 内包版） 

— OS インストールメディア (Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

- OS インス!ルメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 R 2 

- OS インストールメディア (Service Pack 2内包版） 

- 0 S インストールメディア （Service Pack 無し）十 Service Pack 2 

- OS インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 


OS インス! -- ルメディア (Service Pack 1内包版） 

OS インス!ルメディア （Service Pack 1内包版）十 Service Pack 2 









18 セツトアップを始める前に 


EXPRESSBUILDER がサポ-卜している大客量己憶コント□-ラ 


ここでは Windows Server 2008および Windows Server 2003 x 64 Editions、Windows 
Server 2003のセットアップをする場合の磕認事項について説明します。 

Windows オペレーティングシステムのインストールをする際は、八ードディスクドライブや 
その他大容量記憶装置に接続されたコント□ーラ（ボード）に対応したデパイスドライバが必 
要になります。 

下に添付の EXPRESSBUILDER 」 DVD がサポートしている本製品用のボードを示します。 
もし、下記 W 外のオプションボードを接続しているときは、ボードに添付の説明書と「応用 
セツトアップ」 （103 ページ)を参照してセツトアップしてください。 


• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I ルをサボートしている RAID コント□—ラ 

- N 8103 -109 RAID コント日ーラ （128 MB, RAID0/1/5/6) 

- N 8103 -116ARAID コント □- ラ （128 MB, RAID0/1) 

- N 8103 -117ARAID コント □- ラ （128 MB, RAID0/1/5/6) 

- N 8103 -118ARAID コント日ーラに56 MB, RAID0/1/5/6) 

—オンボードの RAID〕 ント日ーラ (LSI Embedded MegaRAD™) 

• その他のオプション 

-N81 03-75 SCSI コント日ーラ 
- N 8103 -95 SCSI コント□-ラ 
-N81 03- 1 04A SAS コント日ーラ 
- N 8103 -107 SCSI コント日ーラ 



参 


上記オプションカードに関しては、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが 
収録されています。 

上記 RAID コントローラじ(外を使用した場合は、シームレスインストール 
に失敗します。各種ボードに添付の説明書をご参照願います。 
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1. 別途購入したオプションを取り付ける（一1日4ページ)。 



Windows Server 2003をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、 OS の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してください。詳しくは66ぺージ 
(Windows Server 2003の場合）を参照してくださし、。 


2. 本体に最ち適した場所に設置する（^14日ぺージ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボード、外付け USB フ□ッピーディスクドライ 
ブなどの周辺装置を本体に接続する（^142ぺージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する（一14日ぺージ)。 

5. 八ードウェアの構成やシステムの用途に応じて BI 日 S の設定を変更する（一21日 
ぺージ)。 


W -0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
Bra てください。 


引き続き、オペレーティングシステムのセッ ト アップへ進んでください。 









20 セツトアップを始める前に 


オペレーテイングシステムのセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


インストールずる OS は？ 


購入後、巧めてのセットアップですか？ 


[^BTO (工場組み込み出荷）で購入されましたか？1国 


監遥旨?靴-ぶ巧韻矿ィブの 


いいえ 

再インストールです 


卜 


再セットアップしますか？ 


いいえIシームレスセツトアップを使う？ I 国いいえ ■ 


カスタムインストール 
(Windows Server 2008/ 

Windows Server 2003 x64 Editions/ 
Windows Server 200 3) 


カスタムインストールモデルのセツトアップ 


インストールする 0S は？ 


Windows Server 2008 

21 ぺージ 

Windows Server 2003 

X 日 4 Editions 

50 ぺージ 

Windows Server 吕 003 

61 ぺージ 


シームレスセツトアップを使う？ 


マニュァルセットァップ*1 *2 


シームレスセットアップ 


ぺ-ジI 


Windows Server 2003 x64 Editions 


Linux のネリ期導入設定 1 


マニュアルセットアップ 

,、■，， Windows Server 2003 line ぺ _ 、v 
いし ス X64 Editions |1〇己へ ノ 


マニュアルセットアップ 

Windows Server 2008 I 104ぺージ 
Windows Server 2003 | 105 ぺージ 


シームレスセットアップ 

Windows Server 2008 

I 25 ぺージ 

Windows Server 2003 

j 64 ぺ-ジ 




障害処理のためのセツトア U 

Windows Server 吕〇〇扫 

/ プ 

48ぺージ 

Windows Server 2003 

X巨4 Editions 

59ぺージ 

Windows Server 吕 003 

89ぺージ 


卜 


*1 巳 TO (工場組み込み出荷)を指定して Linux ヴービスセットを 
購入されたお客様は、 Linux ヴービスセットに添付される 
「初期設定および関連情報について J を参照してください。 

*吕 「EXPRESSBUILDER」DVD に巧納されているオンライン 
ドキユメントの Linux 用 r インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 
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Windows Server 2 日 0 目のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから、 Windows Server 2008やシステムのセット 
アップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


rBTO (工場組み么み化荷)」で「カスタムインス I -ール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 OS 、 管理用 
ソフトウエアなどがすべてインストールされています。 


wO カスタムインストールモデルは、 Scalable Networkin 呂 Pack ( SNP ) 機能 
BM が「無効」に設定されていまず。 

SNP 機能については、システム性能に影響を与える場合びあるため、必ず下記 
サイトの SNP の詳細についてのま意事項等を確かめた上で設定してくださし、。 
http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.html 


^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購人された製品 
11エックI で初めて電源を ON にするときのセットア、ソプの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインス I -ールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



八ードデイスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよくお認し、[次へ]をクリック 
してセッ ト アップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を磕認して 
ください。 

システムが起動します。 

(1)[ Windows のセットアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックする。 



の Windows Server 2008セットアップ完了後、□グオンする前に t (下の画面が 
表示されパスワードの変更が要求されたら、 [ OK ] をクリックする。 


(X) ュ-ヴ-賊初にログォシする苗に J なっ-ドを親しな itn ばな。ません. 


[ OK ] 牛サシたル 

み Windows Server 2008 

Standard 


(3) パスワードを変更し [®] をクリックする。 



イなワードリたダトデイスクの作成… 


キかシたルI 


圈 。 D 巧 み Wi ndows Server 2008 

Standard 
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Windows Server 2008ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設をす 
ることができません。 

一 6文字]:上(半角） 

一数字/奥大文字/英小文字/記号のいずれか3つ]:>(上を含む 


(4) JU 下のメッセージが表示されたら、 [ OK ] をクリックする。 



(5) □グイン後「初期構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設をする。 


^ 孤サ-バ-®初期瓶您行うには々®のウを実行します 

ij ? Windows Server 2008 

@ コンピュ- 5 情報の提供 


p 〕シビ； L- 夕店巧の指思。 

^ タイムリ—ソお旋恩 

々イム リ—ン 

(GiMT+ 阻阳)大防' ホし恼、束を 

^ ネ》の-りの巧ぶ(が 

トカルエリ 7 在运： 

D 一カル I リアな€ 2: 

IPv4 アドレス （DHCP じより をり 当て). IPvS 用 加 

IPv4 アドレス （DHCP じかをり当口， IPv6 (ちか） 

みコシビ: 1 - 拽とドイシの入力の 

@このサーバー をまが 

ヮ- 。。ル- ブ： 

VWNDOWS-RSCLLSV 

WORKGROUP 

p Windows サーバ—のち巧(の 

あ 自ゎちがロィ-ドパ，。を柳こする旧 

£巧： 

フィードパ，な 

Windows Update を巧吊して史的ブ□ヴラムを ちが 巧こインストールタる 

Windows エラー幸 S ちを無谢こする 

カスタマエクスペリエンスを!上ブ。クラムに妾な]しない 

¢t^ 更抗ブ□ジラム触ウン日-ドとインスト —JK り 

@このサーバーの カス 9 マイズ 

史巧ブ□クラムのち#«夏日時：なし 
更巧ブ□クラムのインストール日巧：ねし 

。 サ-バィ〇カスが?イズ她 

も ほ丢|の樹。(が 

役奇： 

なし 

S 视ぉの風日の 

巧度： 

SN 帅サ-む 

を 。モ-トデス。 似 モも规巧る地 

リモートデスクト 9ブこ 

獅 

が Windows ファイ町材-化の巧ぶ (0 

この'苗柿を巧な、 巧 子ブールでを悟、がこなな巧する简 


ち巧 

「 □。■ォシ巧ここ©0ィン阳をホ 5U& け! 2) 


巧 姑魁1 


2. 「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ （43 ページ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス I -ールしていないものがある場をは、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 「障害処理のためのセットアップ （89 ページ）」を参照して障害処理のためのセッ 
トアップをする。 

己.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインス I -ール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

- エクスプレス通報サービス （ HTTPS ) * 

- Universal RAID Utility * 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) ( CPU アー车 
テクチャに関わらず、 （ x 86) を使用します） 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設ちまたは磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 

言たミ E してく 7 し cf し、 












24 Windows Server 2008 のセットアップ 


目.1日2ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でカスタムインス I '''ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップをする際は、「シームレスセットアップ」を使用するか添付の 
「 EXPRESS 巨 ULDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 
2008インストレーションサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行つ 
てください。 
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本機能は、本体に接続された RAID コント□-ラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、あらかじめ、「八ードウエアのセットアップ」 （12 ページ）の設をを完了させておいてく 
ださい。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step U 控 -し ♦ 

パニューを这化して、[なボ S ンを巧してください • 

• か iD« 巧や 0S をインか—ルする巧合は、 r シ—ムレスせホアッ: 
• ホおをな了する#をは、 r な PMSSBUILMR を持了する J を S 巧し7 





• シームレスセットアップを使用してインス I ルされたシステムは、 
Scalable Networking Pack ( SNP ) 機能び「無効」に設定されていま 
す。 

SNP 機能については、システム性能に影響をちえる場台びあるため、 
必ず下記サイトの SNP の詳細についてのま意事項等を確かめた上で設 
定してください。 

http :// support . express . nec . co . jp / care / techinfo / snp.html 

• シームレスセットアップでは、設定によっては八ードディスクの内容を 
削除します。入力するパラメータにごを意ください。特に、下の設定 
時にはを意が必要です。 

- Step 4巧 AID の設定」 

- Step 已「メディアとパーテイシヨンの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨しまず。 


シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
区エックI アップについては、103ぺージの「応用セットアップ」で説明しています。 



• シーム レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1.44MB フォーマット済み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意〈ださい）に保存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、別途 US 巳 フロッピーディスクドライブを 
ご用意〈ださい。 

• パラメータファイルは 、 EXPRESS 巳 UILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成してお〈ことができます。 

参 ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方法については、 274 
ぺージを参照して〈ださい。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセットアップを始める前に、ここで説明するを意事項じついて磕認しておいてくだ 
ぎぃ。 

Windows ファミリについて 

Windows Server 2008ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。サービスパックについては 「EXPRESS 目 ULDER がサポートし 
ているサービスパック （17 ページ)」を参照してください。 

• Windows Server® 2008 Standard 64bit (x64) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Standard 32bit (x86) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Standard without Hyper-V 64bit (x64) Edition 日本語版 

• Windows Server® 2008 Standard without Hyper-V 32bit (x86) Edition 日本語版 


J: 又降 「Windows Server 2008」と呼びます。 

その他の OS をインスI-ールするときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 
い合わせください。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2008をインストールする前に八ードウエアの巨 IOS 設をなどを確認してく 
ださい。210ページを参照して設定してください。 


ま意すべき八ードウエア構成について 

Windows Server 2008をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような八一 
ドウエア構成においては特殊な手順が必要となります。 

• ミラー化されているボリユームへの再インス I ルについて 

ダイナミックディスクに変換した八ードディスクドライブに再インスI-ールする際、シ 
ンプルダイナミックボリュームにのみインスI-ールできます。 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合 
は、インス!-ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクじ戻し、イン 
スI-ール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成や解除、および削除は[コンピュータの管理]の[ディスクの 
管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

Windows Server 2008をインストールするときに MO 装置を接続したまま作業を行う 
と、インス!-ールに失敗することがあります。 MO 装置を外してインス!-ールを最初から 
やり直してください。 

• DAT や LTO 等のメディアについて 


セットアップでは、 DAT や LTO 等のインストールじ不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 
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• RDX 等の周辺機器について 

セットアップを開始する前に、お使いの八ードウエア構ぶによっては周辺機器を外した 
り休止状態に設定を変更する必要がある場合があります。 

それぞれの周辺機器のマニュアルを参照し、周辺機器を適切な状態にした後セットアッ 
プしてください。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス!-一 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での再インストールはできません。 

この場合 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されている 「Windows Server 2008イン 
ストレーションサプリメントガイド」を参照してマニュアルセットアップを行ってくだ 
ぎい。 
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システムノくーテイシヨンのサイズについて 

システムをインス I -ールするパーティションのサイズは、次の計算式から求めることができま 
す。 


< Windows Server 2008 64 -bit ( x 目 4) Edition の場合 > 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 

インス I -ールに必要なサイズ ニ11,600 MB (フルインス I -ールを選択した場 

合） 

二 4,100 MB (Server Core インストールを選択 
した場合） 

ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ十 300 MB 

アプリケーションサイズ ニ任意 


W -0 • 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 

置 a のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 搭載メモリサイズやデバッグ情報の書き込み（メモリダンプ種別）に関 
係なく、ダンプファイルサイズの最大は r 搭載メモリサイズ+ 

300 MB 」 でず。 

• その他アプリケーションなどをインス!ルずる場をは、別途そのアプ 
リケーシヨンび必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目でフルインス!ルを選択した場合、パーティションサ 
イズは、前述の計算方法から 

11,600 MB + (51 2 MB X 1.5) + 512 M 巨+ 300 M 目+アプリケーションサイズニ 
13,1 80 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインス!-ールするパーティションサイズが「インス!-ールに必要なサイズ 十 ペー 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを痛保できない場合は、次のように複数のディスク 
に割り当てることで解まできます。 

1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ （89 ページ)」を参照して、デバッグ情報（ダン 
プファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むよラに設定する。 

ダンプファイルサイズを書き a めるスペースがディスクにない場合は「インス I -ールに必要な 
サイズ 十 ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 
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< Windows Server 2008 32 -bit ( x 8 目） Edition の場合 > 


インストールに必要なサイズ 十 ページングファイルサイズ 十 ダンプファイルサイズ 
十 アプリケーションサイズ 


インストールに必要なサイズ 


ページングファイルサイズ（推奨) 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 


二 6,300 MB (フルインス I ルを選択した場 
合） 

二 2,200 MB (Server Core インス I — ルを選択 

し7こち巧らノ 

二搭載メモリサイズ X 1.5 
二搭載メモリサイズ十300 MB 
=任意 


• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場台びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのノ \:—ティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
409己 MB です。 

搭載メモリサイズ x 1.己倍のサイズが409曰 MB を超える場合は、 

409已 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GBm 上の場台のダンプファイルサイズの最大は 
に 048 MB + 300 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインス!ルする場合は、別途そのアプ 
リケーシヨンが必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目でフルインス I ルを選択した場合、パーティションサ 
イズは、前述の計算方法から 

6,300 MB +(512 MB X 1.5)+ 512 MB + 300 MB + アプリケーションサイズニ 
7 ぶ 80 M 巨+アプリケーションサイズ 
となります。 

システムをインス!-ールするパーティションサイズが「インス I -ールに必要なサイズ 十 ペー 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズをお保できない場合は、次のように複数のディスク 
に割り当てることで解まできます。 

1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ （89 ページ)」を参照して、デバッグ情報（ダン 
プファイルサイズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インス I -ールに必要な 
サイズ 十 ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 


サービスパックの適用について 

本装置に添付されているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記サイト 
より詳細情報を磕かめた上で使用してください。 

[ PC ヴーノ（ヴポート情報] http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを図に示します。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Stepjg* 



イニュ•を； ii 巧して、 r ホへ J ポダノを押しなだみ、， 


•RA の《巧や0巧インストールする《をは、 r シームレスセホアッフを s 巧す 
•巧美を巧了する*るは、 rEXPMSSBUILDE 防巧了する J モ3巧してくだみ、， 



CD/DVD-R0M, フ□ッピーディスクを取り出ず 




パラメータの□-ド （Step2) 


巧へ 


05の還択 （St 啡 3) 


次へ 


RAID の設定 （Step4) 


巧へ 


Windows の詳細設定 （St 啡已~ 10) 


次へ 


バラメータのセーブ （Stepll) 


:夕へ 


自動インストールの開始 (Step12) 


実行ずる 


お 



J :入力や選択び必要な作業 
]： 自動的に作業が進む内容 
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セットアップの手順 

シームレス セッ ト アップでは、 ウイザード 形式によりをパラメータを設定していきます。この 
とき、をパラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフ □、ソピー ディスクへ保 
存することも巧能です。 


W -0 「事前こ r ミち意ずべき八ードウエア構成について （2 目ぺージ)」を確認してくだ 
置3 さい。 


パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保を用として 
医!^ 1.44 M 目フォーマット済みの空きフ□、ソピーディスクが1枚必要となります。 

あ6かじめ、お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保ちしておいたパラメータファイルを読み} A ませる 
ことで、ウイザードによるパラメータ入力を省略することができます。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にする。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl > + く Alt > + く Delete 〉 キーを押す） 

か、電源を日 FF / ON して本装置を再起動する。 

DVD から EXPRESS 巨 UILDER が、起讓力します。 

じ(下のメッセージが表示されたら、 「0 s installation *** defauH :***」 を選択してく 
ださい（何も 丰一 入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 



4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本語」を選択し[日 K ] をクリックする。 



EXWESSBUILDER で巧吊する S 唐を3おしでくた•お、 


Sel 日 d a languagi to Li^ for th# EXPRESSBUILDER. 


な 曰本 語 

r English 

广 Fran が is 

广 It 百 liano 

r Deutsch 

r Espanol 


OK I 
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己.[シームレスセットアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


I 搭 - 


乂ニューを ii 巧して、 r ホへ J ポタンを巧してくだみ、 ♦ 


广 Window ぷ OEM-Di: 巧作がする 
广 Linuxffl ドうイバ6?ィスウを巧巧ずる 

广 LinuxRecovrv バーティシヨンをけ巧する (Linux サーピスセット。 J 
C れにの〕ンフィヴレーシヨンな巧をセーブぶードする 
广 EXPRESSBUILDER じドライバをロードする 


目.パラメータを□ー ドす る。 

[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step p ち ,‘， II 傲 今 


} 巧メー妨ロー ドする場合は、 J 巧メータファイルび巧なするメディアぞたソトして、 
メディア上の J 側ータファイルのドライブレターをフル J なで入力してびごみ、 

} 、•ラメータをロードしな L 、々さは、。巧メータをロード UA リを巧てくださし、。 


。妨ータぞロードする J ぞ迭巧し、 


タバラ知ータぞロードしない 


-さぞ口 H 
-さぞロー I 


，制一さぞロードする： r 


-を昭, 


•る〇 〇々へ ©スキ•げな 



[パラメータファイルを使用しない場剖 

r パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


^ フ□、ソピーディスクドライブが本体(こ接続されていない場合、こちらを選択し 
I チェック 1 てください。 

[パラメータファイルを使用する場合] 

r パラメータを□ードする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、をウィザードにてファイルから□ードされたパラメータを磕認する 
場合は[次へ]を、磕認しないでそのままインストールする場合は[ス丰、ソプする]をク 
リ 、ソク する。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイル名(こ日本語は使用しないでくださ 

II エック] い。 


[次へ]をクリックー手順7へ 
[スキップする]をクリックー手順16へ 
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7. インス I -ールする日 S を選択する。 

[ Windows (32 bit エディション)をインス I —ルする]または [ Windows (64 bit エディ 
シヨン)をインス!-ールする]を選択して、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step |たプ つ P す， の卡 

インストールする〇巧进おしてくだみ、 

「上記かの0巧インストールする J ぞ进おすると、已姐が!訖のみ実放してが了します。 

•" 巧しく RAH 巧な塞し、 fefVK 2008(3：bit) ぞインストールする巧合は、「上|己 lU 外の〇巧インストールする巧 
涅析し、いったん RAID 巧誇を売了したな、再度「シームレスたットアッブ J ぞ実拖してください。 


巧 の fMW32bit エディション巧インストールする 
广の nd び WWWt エディション巧インストールする 
广 L 如 a さインストールする (L 虹*サービスたット曲 


• 上記 W 外の0巧インストールする 


•る〇 〇々へ Otop へ 


8. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 



論理ドライブの作成には同型番の物埋デイスクしか使用できません。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 阿护す‘—旷のが,,- ||叫"》| 纖 *1 哪 》 

iRAID：!^ トローラを巧巧していない巧を、およぴ、すでに作巧されているお巧ドライフを柏巧する巧をは、スキップを法がしな h 巧んでくだみ、* 

なお、記巧ドライフのホ巧には、同を巧の巧泣デバイスしかぶ巧できません. 


巧 お巧ドライフのけがモスキッフずる 

ホのを去でお巧ドライブを巧巧するが i 巧ドライフが巧巧の《を、ディスウ巧のデー功よすべてミ ai 去されます}~ 
RAID コントローラ — 

技巧されているを扬巧デバイスのを联 ： 

i さ巧ドライブを巧巧するみ巧デバイスのを巧 ：一- 

RAID レペル ー- 

ホットスペアに化左されるみ巧デバイスのせみ - 

巧巧しない伤巧デバイスの台巧 ： 一- 


mhCj 、 ） 巧へ 


い) TOP へ ( 3デフ*ルトへ R す 
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9. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設を]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディション、およびイ 
ンス I -ールの種類(フルインス I -ール/56「ソ6「(：0「6インス I -ール)を選択後、設定内容 
を磕認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 

EXPRE な BUILDER 

Step 阿 P す " r 誓 " 1 

1 鑛 M 結笔卡 

インストールするゾディアと、インストー;娩のシステムドライブを指定してくださし、。 

…適巧可能な Packi こつしのま、 r ユーヴーズガイド J をを賜してください。 

r 巧巧のバーティシヨンをほ巧する」ぞ进巧した巧さ、ディスクの;毎目（ホ頭〉のバーティシヨンへ0巧インストールします。 


ド方卜ールが.ィアの；旨定一 
巧- ind 柳ファミリエディション 

キーボードレイアウト 
タイムゾーン 


: I Windows Server 2003 Standard ロルインストール j こ J| 日ず語二 J 


: 「デつ： t ルト日す語こ] 

: [GMT-08 加)ホ平なお準時.米国およびカナダ， ゴ 


「な. indoTw システムドライブの設定一 


广巧巧のバーティシヨンぞほ用する <第1い•ーティシヨンのみクリアされます〉 

ぉ規に巧がするげィスクの内容は、すぺて如ァさ^1^す)- 

广ディスクのをミ賊ぞほ巧する _ 

ヴイズを指定する I 40960か巧 


(9,455MB- 2.09 M44MB) 巧成*1,の 4MB 


•4〇 


Oto 


〇デフ， 



• ) くーティションヴイズについて 

- OS をインストールするパーティションは、必要最小限似上のサイ 
ズを指定してください。 （28 ぺージ参照） 

- 接続されている八ードディスク切上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,09 ：7，144 MBiy 上の論理ドライブは作成できませ 
ん /。 

• [ Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はすべてクリアされますのでごま意ください。 

• [ Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択すると、最初のパーティションの情報は フォー マットさ 
れ、ずべてなくなります。それ似がのパーティションの情報は保持され 
ます。下図は、情報び削除されるパーティションを示しています。 


第 1 パーテイシヨン 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 

既存のパーティシヨンを残したまま再インストールすることはできませ 
ん （2 目ぺージ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
ノ くーティシヨンを使用ずる」を還択しないでください。 
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10. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されるので、ユーザ情報を入力して[次へ]をクリ、ソクし 
てください。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 

Step J た ^-: 

: H 馬み； |os 。 •巧… Iprv 

纖"‘ PV 

ユーヴー巧巧などのを本をま:を入力してくだみ 

3ンピュータちは、 1S 夕车な下で裝玄してくだみパ化の：]ンピュータを、ドパイン/ワ—ウクル—フちとの重なは不可） ♦ 

任用をち/会れちは、50义ぞ W 下をちでは25女ま)でをま:してくだみ、 

AdwW: ぴ 《or バスワ-ドは6女すな上(半ちが上で、巧字ぶ大タタ廣小女字/1日 g のいすれか3つな上をまゆて装をしてくだみ、 • 






コンピューを S ;| 

巧巧巧を ： [Adfrinistrator 

Admini«r« がバスワ—ド ： J 

Admimwator バスワードの5|延 ；| 

み力化ミ目} 

み力化さ目} 

み力化巧} 


•る 0 

©ホへ こ Jtop へ 、 J デフォルトへ が 

Version 5.XX-XXX.XXp<XX) 


Windows Server 2008の場合、コンピユータ名および、次の条件を満たす 
Administrator パスワードの入力は必須です。 

- 6文字 m 上(半角） 

- 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つな上を含む 



• パラメータフアイルを使用しセットアップを行った場合や、 Step 7 必 

降の画面から Step 6 に画面を戻した場合、 「 Administrator パスワード」お 
よび 「 Administrator パスワードの確認」に値を設をしていない場合でも 
「♦♦♦♦♦」が表示されます。 

参 使用者名は 「 Administrator 」 固定:です。 


11. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設を]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



カスタム設をでの登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step ||對 1 » I 魏第卡 I! 謂* I 绿6 卡 I 带 ['"♦ I! 賤 

ネホ9〜ウフロト3ルのを定モ巧います， 

IP アドレスを巧左ずる巧をは、けスタムをま J を这化し r 詳油をま J ボ5ンを巧してくだみ 
ネ•ホワークの裝をを巧わない巧合は、 r 巧巧を去 J を法巧し r なへ J ポタンを巧してくだれ、 • 



•る0 


〇…ドへ 
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12. 参加ドメイン-ワークグループを指定する。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指を]画面が表示されます。 

設を内容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


whL EXPRESS 目 UILDER 

•A ,1わトワ-， 「醒 参化ドバン I [| コンポー （ I アブリケー ■パラメー タ ■白 》イン 

step 帖7 IP 驗 ’] "» I 接9 I 鮮0 卡 l"n * Is が 

ド j イン| 三 き》目しない巧を li ア r。 一城,たプI?き扣する7を i 巧し r'i へ J ボ於封,してくだか • 



13. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの設を]画面が表示されます。設を内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[フルインスI-ールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


•A 1♦クトウ-ク ぶ参化パイ> II ■コンポ— 1 隱 アブリケ~ ■パラメータ ■自 》 イン 

step J 越】プ,"のぶを,,； |||を」卡|到〇卡卜^1*1;が 


ち巧化する Window の巧巧とサーバの巧到を这巧してくだか • 


-Window の巧能一 


SimpleTCP/IP Service 



[Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


1车ツトク-ク ぶ参化ドバン n ■コンポ— I (I アプリケー ■パラメータ i 白 tt イン 

step 細で ,"I のぶぎ T,,: I rr\ pi4e 


ち巧)化する Window の«货とサーバの没ミリを法化してくだみ 


•る〇 〇巧へ 


、 ) TOP へ I、一; デフオルトへ興す 




















































導 A 漏 37 


14. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設を内容を磕認し、必要なアプリ 
ケーションを選択して[次へ]をクリックしてください。 

;フ^レづ^こノ^卜—— JbQ ) J8a ] 

WEC EXPRESSBUILDER 


step J 識 II ，職勢 I :]鷄||‘ d 劉 吟| 带聽 


-シヨンを法巧してください • 

— IPRO/SeMrAgwt のインストールには、 ffi ちネットワーウち理プロト]ル (SNMP) のををが化5でず. 

•エクスフレス ii 巧サーピスは、 ESMPRO/SwverA«n 巧インストールする巧をのみ法巧できまず， 

•EXPRESSBUILDER に含まれていないディスクドライバを巧用する巧をは、 T 大ち*1己巧装居巧 OEM.DiA の巧用 J を法巧してくだみ >♦ 
• [巧抽アフリケーシ3ンのイン； y-— ル J については、[ユ > げース巧イド J モを陪してください ♦ 



Universal RAID Utility 

Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒ホ巧敝わケース x86) 

应 1 勝 ] I 


•る〇 


Iv JtOPa 


Server Core インストールの場合] 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 経み;:： p 雙 '11 ‘帳ち‘". ||到 |»|邪》 1 應聪 


インス!'ー ルずるアプリケーションを3巧してください • 

•ESMPRO/ServerAgeM のインスト—ルには、巧ちネットワ—ウ巧理フロト]ル (SNMP) のををが么妄です ♦ 

•エクスフレス ii 致サ*ピスは、 ESMPRO 巧 BMrAgM 巧インストールする巧をのみ法巧できます. 

•EXPRESS 目 UILDR にをまれていないディスウドライバを巧用ずる巧合は、 T 大 S 堂記巧装 S 巧 OEM-Di*k のぶ用 J を这巧して<だみレ 
•ns 加アブリケーシヨンのインス!'ール J については、 r ユーヴース巧イド J をを P 写してくだまい • 


适加可能なアブリケーンョン 


六容 S 記1臟 S 用 OEM~Disk の通用 

胤 JD アブリケーン3ンの个ゾストール 

胤 D み J 

ESMPRO/Server Agent 
ェクスブレ; Ui 幸民サービス 
ェクスブレス巧がサービス (Hnps) 

Universal RAID Utility 

Microsoft Visual C++ 2005 SP1 齡疏可能/ 切ヶージ (x 能） 


臨巧滕]1 



•る〇 〇次へ 


、ゾ TOPa 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 h け p :// www . nec . co . jp / expicnic 」の [ FAQ ] -シリーズ 
を選択-が応するバージョンの撞到を選択-[追加アプリケーション 
のインストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、じ TF のエディションを選 
巧した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 

— Windows Server 2008 Standard x 64 (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これに(外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、曜がされたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を選 
巧し [<< 削哟をクリックし、[追加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （293 ぺージ)」をご覧く 
ださい。 
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15. パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step 

H ネかワ-， 11参化パイン TI コンポー 1アプリケー 1 [1 パラメー^ ■ 白 》 イン 

1盛 7- 1 綿跨‘ 1; J お•ろ"‘ mZ ' |のづ|今1讀2 

パラパー3をセーフする 巧 合は、バライーな7ァイルの巧な巧となる パ ディアをセホして、 r バラメータをセーフずる J を这巧し、 

ファイルををドライフレ5 — からフル"スで入力してくだみ、 ♦ 

バライ-5ファイルをセ•ブしない 巧 合は、 r バライ-5をセ*フしない巧 法 巧してくだみ >♦ 

—*RAM ドライブ、 Wmdo**RE バーテイシヨン、およびシステムドライブにファイルを巧巧ずることはできません， 


"ライ—巧をセ—フしない 

•る巧 

なホへ Otop へ 

Vwion S . ぐ.'.'. . X ' ‘ .パドバ） 


[パラメータファイルを保存しない場合] 

r パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


^ フ□、ソピーディスクドライブが本体(こ接続されていない場合、こち 6 を選択し 
区エックI てください。 


[パラメータファイルを保存する場合] 

r パラメータをセーブする」を選択し、 フォー マツト済み フ□、ソピー ディスクをセツ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 

II エック] い。 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic ®」 からも作成する 
ことができます。 


16 . 自動インス I -ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 


EXPRESS 目 UILDER 

11わトウ-ク ぶか由パイ > 11コンポー 1) アプリケー 'バラメータ 「(■ 白»イン 

step 1被]7 1，の-紅が"1終ろ…1踩ご II : J 1 の叮 ’• II 訟 
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17. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記'憶装置ドライバをインストールする場合は、メッセージが表 
示されますので、大容量記憶装置じ添付されている CD - ROM またはフ□、ソピーディ 
スクをセツ ト し、降は画面のメッセージに従って操作してください。 



O CD/DVD ドライづ、またはつロッピーディスクドライづ〜 
「方容を記'惜篇置用 OEM-Disld をたットしてください。 


okI 丰*ンたル」 


18. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションの CD-ROM 
またはフ□、ソピーディスクをセツトし、じ(降は画面のメッセージに従って操作して 
ください。 


0 3^ち獅益?^：^^卜 

してください。 


OK し丰ヤンたルI 


19. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 


フ□、ソピーディスクがドライブじセツ ト されている場合は、 DVD と一緖に取り化し 
ておいてください。 
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2日.メッセージに従って Windows Server 2008 DVD - R 日 M を光ディスクドライブに 
セツトする。 




Windows Server 2008と指をしたアプリケーシヨンは自動的にインストールさ 
れ、数回再起動されます。 


21. [マイク□ソフトソフトウェアライセンス条項]が表示されたら、「ライセンス条項 
に同意します」にチェックをつけ、[次へ]をクリックする。 



22. [ありがとうございます]が表示されたら、「開始」をクリックする。 



時 Windows 0た，トァ，7 


魚 

ありがとラございまず 
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23. 下のメッセージが表示されたら、く Ctrl >+ く Alt >+ く Del > キーを押す。 



24. 画面の指示に従って□グオンする。 

[フルインス I -ールの場合] 

W 下の画面が表示されたら、「パスワード」に設定したパスワードを入力し 「©」 を 
クリ、ソク する。 



に目1^^0「じ〇「6の場合] 

下の画面が表示されたら、「他のユーザー」をクリックする。 



田 

柏 

亟 因□巧 

丰的ぉ 1 , 

冷 . Windows SefverzKe 


続いて]:>(下の画面が表示されるので、「ユーザーを」に" administrator "、 「パスワー 
ド」に設定したパスワードを入力し 「©」 をクリックする。 



■ず 



碰迎 DEI が Windows S&fver 2003 


2己.[セットアップ完了]画面で [ OK ] をクリックする。 
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26. 43ページの「修正モジュールの適用」を参照し、修正モジュールの適用を行ラ。 

27. 43ページを参照し、デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップを行ラ。 

28. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、才 
プションに添付の説明書を参照してドライバをインス I -ールする。 

29. 89ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップを行ラ。 

3日.1日2ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


修正モジュールの適用 

Windows Server 2008のインストール後、必ず修正モジュールの適用を行ってくださし^。 
Windows Server 2008を日本語で使用した場合 、 Active Directory の一部機能で予期しない動 
作をする場合があります。 

NEC から購入した 0 S に 「 Update-CD NEC Express 5800 Windows Server 2008修正モ 
ジュール （ KN 949304)」 CD - ROM が同捆されている場合は、 CD - ROM から修正モジュールの 
適用をお願いします。手順は CD - ROM 添付の 「 Microsoft ® Windows Server ® 2008ご利用時 
のを意」を参照してください。 

同捆されていない場合は、 Microsoft 社の t (下の URL を参照し修正モジュールを適用してくだ 
さい。 

http :// www . microsoft . com / japan / windowsserver 2008/ updateinfo.mspx 


デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインス I -ールやセットアップについては、オプションに添が 
の説明書を参照してください。 


LAN ドライバと PROSet のインス I ル 

LAN ドライバと PROSet は化荷時にインス I -ールされています。 


ドライバおよび PROSet に関する操倘ま、必ず本体装置(こ接続されたコンソー 
区エック I ルか6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 

0S のリモートデスクトップ機能またはその他の遠隔操作ツールを使用しての 
作業はサポートしておりません。 


• N 8 104- 125を追加接続する場合の対応 

N 8104-125 を追力□接続する場合には、 t (下の手順にて LAN ドライバと PROSet をアンイ 
ンス I -- ル後、 N 8104 -125 を接続した状態でシステムのアップデートを実施し、 LAN ド 
ライバと PROSet を適用してください。 
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く LAN ドライバと PROSet のアンインス I ル手順> 

<フルインストールの場合> 

1. 現在のネットワークアダプタやオプションネットワークボードの設定情報を控え 
る。 



標準装備のネットワークアダプタやオプションネットワークボードでチーム 
(ネットワークアダプタの冗長化）を構成している場合はチームを削除してく 
ださし、。削除の前には IP アドレスなどの設を情報を控えておき、再インストー 
ル後に改めて設をしてください。チームの削除手順は「アダプタフォルトトレ 
ランス （ AFT )/ アダプティブロードバランシング ( ALB ) のセットアップ」に記述 
しています。 


2. コント□ールパネルより[プ□グラムのアンインス!-ール]をクリックする。 

3. [ Intel ( R ) Network Connections 1 2.4.38 .日]をダブルクリックする。 

[インテルが）ネ、ソトワークコネクション(オプションの削除)]が表示されます。 

4. [オプションの削除]で削除項目が選択されているのでそのまま梢 ij 除]をクリックする。 

[インテルが）ネットワークコネクション-ソフトウエアの削除]が表示されます。 

日.[はい]を選択する。 

自動でアンインス I -ールが開始されます。 

6. [ InstallShield ウィザードを完了しました。]と表示されるので[完了]をクリック 
する。 

7. システムを再起動する。 

t 又上で完了です。 


く Server Core インストールの場合> 

1. 現在のネットワークアダプタやオプションネットワークボードの設定情報を控え 



LAN ドライバの削除の前には IP アドレスなどの設を情報を控えておき、再イン 
ストール後に改めて設をしてください。 


2. セットアッププ□グラムを格納している（差分モジュールをコピーした CD - R など) 
内にある！; TF の dxsetup . exe をコマンドプ□ンプトから実行する。 

— Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition 


< フイ ブ レター >: 

¥012¥ win ¥ winnt ¥ ws 2008 x 64¥ dl 5¥ apps ¥ prosetdx ¥ vistax 64¥ dxsetup.exe 
— Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition 
< ドライブ レター >: 

¥012¥ win ¥ wimt ¥ ws 2008 ¥ cy 5¥ apps ¥ p 「 osetdx ¥ vista 32¥ dxsetup.exe 


3. InstallShild ウイヴードが表示されるので、[次へ]をクリックする。 

4. 梢り除 ( R )] を選択し、[次へ]をクリックする。 
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己.悄 y 除]をクリックする。 

自動でアンインストールが開始されます。 

6. [ InstallShield ウィザードを完了しました。]と表示されるので[完了]をクリック 
する。 

7. システムを再起動する。 

U 上で完了です。 


オプションネットワークボード 

オプションネ、ソトワークボードは N 8104 -1 に/119/120/121/125となります。 

N 8104-125 を使用する場合は前項の rN 8104-125 を追力□接続する場合の対応」の手順に従っ 
て設定を行ってください。 N 8104-125 じ(外のオプションネットワークボードを接続する場合、 
OS のプラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。 



オプションのネットワークボードも転送速度と Duplex モードの設をが必要で 
す。 

[ネットワークドライバのセットアップ] (47 ぺージ）の項を参考に転送速度と 
Duplex モードの設をを行ってください。 


アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されているア 
ダプタに障害が発生した場合自動的にチーム内の他のアダプタじ処理を移行させるものです。 
また、アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、サーバか 
ら送受信パケットをチームすベてのアダプタから行うことにより、スループットを向上させる 
ものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボード 
です。 


• Server Core インスIルを使用時、ネットワークアダプタのチーム化 
は対応しておりません。 

• 「EXPRESSBUILDERJDVD にてシステムのアップデートを実施した場 
合は、再起動を行った後に AFT/ALB のセットアップを行ってください。 

• 使用するスイッチング八ブ (L2) のポート設定びセットアップずるチーム 
のモード (AFT/ALB) に対応されていることを確認してください。 

• 標準装備のネットワークアダプタとオプションネットワークボードの組 
み合わせでのチームはサポートしておりません。また、オプションネッ 
トワークボード同±のチームの組み合わせは下記 URL の[♦周辺機器仕 
滿の [LAN ボード]をクリックして表示されるマニュアルを参照してく 
ださい。 

http://www.express.nec.co.jP/care/tech/l 00 呂 uide.html 


くチームのセツトアップ手順> 


1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチング八ブを LAN ケーブルで 
接続する。 
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2. コント□ールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をクリックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

日.チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

目.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

両—〇 1つのチームに含め5れるアダプタは2つまでです。アダプタを3つ上含めた 
チーム構成での運用は未サボートでず。 

7. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アタ'プティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

8. [完了]をクリックする。 

9. [デバイスマネージャ ] より、上記の手順で設定したチームのアダプタをダブルク 
リックしてプ□パティを開を、[設定]のタグを選択し、[チームの編集]をクリック 
する。 


10. チーム内のアダプタに巧しプライマリ/セカンダリ設定を行ラ場合、(下の操作を 
行ラ。 

ープライマリ設走！ 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックす 
る。 

-セカンダリ設を 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設をを完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 



プライマリ/セカンダリ設をはじ(下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


11. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表 
示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

12. システムを再起動する。 

]：> (上で完了です。 

く チームの 削除手順> 

1 . コント□ールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をクリックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 


2 . 


[ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 





導入編 47 


3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設蔚のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

日.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 

U 上で完了です。 


wO • アダプタフオルトトレランス （AFT) のチームとして指定するネット 
rea ワークアダプタは、同ースイッチング八ブ （L2) に接続されることを 

推奨します。異なるスイッチング八ブ (L2) でも使用できますが、臭 
なるスイッチング八ブ （L2) に接続する場合は、ずべて同一 LAN (同 
ーネットワーク）上に存在ずる必要びあるため、カスケード接続にして 
<ださい。 

• アダプティブ□—ドバランシング （ALB) を使用ずる場合は、スイッチ 
ング八ブ （L2) にのみ接続できます。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 


ネットワークドライバのセットアップ 

くお送速度の設定> 

転送速度じついては下記の手順に従って、ネットワークアダプタへ転送速度と Duplex モード 
の設ををしてください。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプ□トコル ( TCP / 
IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックをがけてから IP アドレスの設定をしてく 
ださい。 

1. コント□ールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をクリックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] のアタ' 
プタをダブルクリックする。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をスイッチング八ブの設 
定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[日 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 


W 0 L のセットアップ 

WOUWake On Lan ) の設定を行います。 

じ(下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設をを行ってください。 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] のアタ' 
プタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 
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3. [電力の管理]タブを選択し、 [ Wake 日 n LAN ] 内の設定項目を下記の表にしたがつ 
て設定変更を行ラ。 


設定項目 

初期設定 

設定変更 

• "Wake On Directed Packet" 

ON 

ON 

• "Wake On Magic Packet" 

ON 

ON 

• "電源オフ状態からの Wake On Magic Packet" 

OFF 

ON 



• [節電のオプション]内の設をを変更する必要はありません。 
• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、保持されます。 


4. ネッ ト ワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 
日.すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


W-0 [Wake On LAN] 内の設定を巧えないアダプタは WOL をサボートしておりま 
Ifai せん。 


グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備の グラフィ 、ソクスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBULDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインス!—ルされます。 

カスタムインス I '''ールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンス I '''ールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「 Windows Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 日/9日/1 07) を使用する場台 

SCSI コント□-ラ ( N 8103 -75/95/107) を使用する場合、または追力□接続する場合、 OS のプ 
ラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要あ 
りません。 


SAS コント□-ラ( N 81 03- 1 04 A ) を使用する場合 

SAS コント□-ラ ( N 8103-104 A ) を使用する場合、または追力□接続する場合、 OS のプラグア 
ンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありませ 
ん。 


障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、磕実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順については89ページをご覧ください。 
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Hyper - V のヴポートについて 

Hype 「- V のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

http :// supportexpress . nec . co . jp / w 2008/ hyper - v.html 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「 EXPRESSBULDER 」 DVD じは、本装置監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および 
システム管理用の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 などが収録されています。 ESMPR 0/ 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルにインス!-ールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設をでインス I -一 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてくださ 
い。 


システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 
システムのアップデートは夕のような場合に、 EXPRESS 目 UILDER に収録されているを 0 S の 
インストレーションサプリメントガイドを参照して実施してください。 

• システム構成を変更（内蔵オプションの追力日など）した場合 

• Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 

• バックアップツールからシステムをリストアした場合 



50 Windows Server 2003 x64 Editions のセットアップ 


Windows Server 2003 x64 Editions 
のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003 x 64 Editions やシステ 
ムのセットアップをします。 

下の環境で Windows Server 2003 x 64 Editions を使用する場合、「休止状態」からの復帰 
時にシステムが停止することがあります。 

- マルチプ□セ、ソサ構成の装置 
— Service Pack 2ホ適用 

r 休止状態」を設定する場合は 、 Service Pack 2もしくは KB 902839のの修正プ□グラムを 
適用してください。 

(*) KB 902839は下から入手することが出)来ます。 
http :// support . microsoft . com / kb /902839 /ja 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BTO (工場組み么み化荷)」で「カスタムインス!-ール」を指をして購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 0 S 、 本装置 
が提供するソフトウエアがすべてインス I -ールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品で 
医云巧！ 初めて電源を ON じするときのセットアップの方まじついて説明しています。 

再セットアップをする場合は、 EXPRESSBULDER に格納されているオンライ 
ンドキュメント 「Windows Server 2003 R2 x64 Edition インストレーシヨン 
サプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウェア構成（八ードディスクドライブのパーティシヨンサイズち含む)や八ード 
ディスクドライブじインス I -ールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み a み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



空きエリア 


Windows Server 2003 x64 Editions 


八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [Windows セットアップウィザードの開始]画面が表示されます。 
W 降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<5宙認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を磕認して 
ください。 

-[ソフトウエアの個人用設定]画面では、を前や会社をまたは組織をを入力します。 
-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータさ)と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日がと時刻の設を]画面では、日がと時刻を正し<設をしてください。 

-[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設をを選択します。 

-[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参力□させるか選択し 
ます。 


システムが再起動します。 

2. 日3ページの「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス I -ールしていないものがある場含は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 89ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

己.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

- エクスプレス通報サービス （HTTPS) * 

— Universal RAID Utility* 

— PowerChute Business Edition 体ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

- Microsoft .NET Framework Version 2.0再頒布可能パ、ソケージ (x64) 

- Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パ、ソケージ （x86) * 

(CPU アー丰テクチャに関わらず、 (x86) を使用します） 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った 
状態に設定、または磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフ 
トウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態 
1こ言又たしてぐ/ Lcf し、 
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目. 1 日 2 ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でカスタムインスI'''ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「マニュアルセットアップ」を使用してください。 
r マニュアルセットアップ」は、 EXPRESS 目 ULDER じ格納されているオンラインド车ュメン 
卜 「Windows Server 2003 R2 x64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照 
してください。 
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップじついては、オプションに添が 
の説明書を参照してください。 

PROSet 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能磕認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、じ(下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の磕認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 

- チームの設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性に優れた環境を 
提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。このような機能を利 
用する場合は、 PROSet が必要になります。 PROS がをインス!ルする場合は、次の手順に 
従ってください。 

1 . 「EXPRESS 目 UILDER」DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. エクスプ□-ラを起動する。 

3. [¥01 2¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl 己 ¥proset¥winx 目4」デイレクトリ内の 
fdxsetup.exej アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

己.使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し 
て[次へ]をクリックする。 

目.デフォルトのまま[次へ]をクリックする。 

7. [インスI-ール]をクリックする。 

8. [InstallShield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、[完 
了]をクリックする。 

9. 「EXPRESSBUILDER」DVD を光ディスクドライブから取り出し、システムを再 
起動する。 

W 上で完了です。 


Ifi ック I 


ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置(こ接続されたコンソー 
ルか6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 

0S のリモートデスクトップ機能又はその他の遠隔操作ツールを使用しての作 
業はサポートしておりません。 
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ネットワークドライバ（標準装備）のセットアップ 

標準装備の2つのネットワークドライバは、目 TO 化荷時、または EXPRESS 目 UILDER から「シ 
ステムのアップデート」を実行するとインス!-ールされます。 

インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転送速度と Duplex モードの設定をしてく 
ださい。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプ□トコル ( TCP / IP )] のチェック 
ボックスが外れている場合、チェックをがけてから IP アドレスの設定してください。 

く PROSet びインス I -ールされていない場合> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] をダブ J レ 
クリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

3. 間細設茵タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックスを八ブの設定値と同 
じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 


く PROSet びインス I ルされている場合> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] をダブル 
クリックする。 

ネ、ソトワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同じ値 
に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[日 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 



• 残り1つのネットワークポートは「管理用ポート」です。このポートに 
関するセットアップについては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にある 
オンラインドキュメント 「 EXPRESSSCOPE エンジン2ユーザーズガイ 
ド」を参照してください。 

• サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勸めし 
ます。 [ネッ トワークモニタ]は、 [ネッ トワークモニタ]をインストールし 
たコンピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視するこ 
とができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。イン 
スト-ルの 手順は、 この 後の「障害処理のためのセット アップ」 を参照 
してくださし、。 





導入編 55 


アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプテイブ□-ドバランシング ( ALB ) のセツトアップ 


アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されているア 
ダプタじ障害が発生した場合、自動的にグループ内の他のチームに処理を移行させるちので 
す。また、アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、サー 
バから送受信パケットをチームすベてのアダプタから行うことじより、スループットを向上さ 
せるものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボード 
です。 


• AFT / ALB のセットアップは、ドライバ/ PROSet のインス!ル後、 
必ず再起動した後に巧う必要びありまず。 

• 使用ずるスイッチング八ブ ( L 2) のポート設定がセットアップずるチーム 
のモード ( AFT / ALB ) に対応されていることを確認してください。 

• 標準装備のネットワークアダプタとオプションネットワークボードの組 
み合わせでのチームはサポートしておりません。また、オプションネッ 
トワークボード同±のチームの組み台わせは下記 URL の[♦周辺機器仕 
様]の [ LAN ボード]をクリックして表示されるマニュアルを参照してく 
ださい。 

http://www.express.nec.co.jP/care/tech/l 00 呂 uide.html 


くチームのセットアップ手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチング八ブを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. デバイスマネージャを起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

日.チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

目.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

7. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダプティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

8. [完了]をクリックする。 

9. [デバイスマネージャ ] より、上記の手順で設定したチームのアダプタを夕'ブルク 
リックしてプ□パティを開き、[設定]のタグを選択し、[チームの編集]をクリック 
する。 
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10. チーム内のアダプタに巧しプライマリ/セカンダリ設定を行ラ場合、(下の操作を 
行ラ。 

ープライマリ設を 

プライマリに設定するアダプタを選択し、「プライマリの設を」をクリックす 
る。 

-セカンダリ設を 

セカンダリに設定するアダプタを選択し、「セカンダリの設を」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設をを完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 



プライマリ/セカンダリ設をはが下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


11. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表 
示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

12. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 

くチームの 削除手順> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設茵のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

己.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 

P -0 • アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のチームとして指定するアダプタ 

置 a は、同ースイッチング八ブ ( L 2)、 異なるスイッチング八ブ ( L 2) のどち 

5の接続でも使用可能ですび、異なるスイッチング八ブ ( L 2) に接続ずる 
場合は、すべて同一 LAN (同ーネットワーク)上に存在する必要びありま 
すので、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブ□—ドバランシング ( ALB ) を使用する場台は、スイッチン 
グノ \ブ(1_2)にのみ接続でをまず。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換する場台 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネ、ソトワークボード ( N 8104 -11 1/112/119/120/に1/に5/に 6) を使用する場 
合じついて説明します。 「 N 8104 -11 1/112/119/120/121/に5/126」を使用する場合は、 
rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているドライバをインストールしてください。 


rN 81 04-11 2/119/1 20/1 21/1 25/1 26 J の場合 

「¥01 2¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ cy 5¥ p 「 o 1000 ¥ winx 64」 

「 N 8104 -1 11」の場合 

「¥01 2¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ dl 5¥ pro 100 ¥ winx 64」 



オプションのネットワークボードも転送速度と Duplex モードの設をが必要で 
す。 

[ネットワークドライバ（標準装備）のセットアップ] (54 ぺージ）の項を参考 
に転送速度と Duplex モードの設をを行ってください。 


くオプションボード用ネットワークドライバのインス I ル> 

オプションのネットワークボード （ N 8104 -11 1/112/1 19/120/121/125/126) を使用する 
場合は、下記のインストール方まに従ってドライバのインストールをしてください。 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]一 [ Intel ( R ) PR 日/1日日〜]または [ Intel ( R ) PR 日/1日日日〜] 
をダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PRO /100 〜]または [ Intel ( R ) PRO /1000 〜]ダイア□グボックスが表示されます。 



[? そのイ也のデバイス]一 [? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックしてくださし、。 


3. [ ドライバ]タブを選択し、 [ ドライバの更新]をクリックする。 

[八ードウエアの更新ウィザー鬥が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

日.[一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 


6. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 


「 N 81日 4-1 11」の場含 

[¥01 2¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ dl 5 ¥prol 00¥ winx 64] 

「 N 81日 4-1 12/1 19/1 20/1 21/1 25/1 26 J の場合 
[¥01 2¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ dl 5 ¥prol 000¥ winx 64] 

と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの横索が開始され、横索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[八ードウエアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

W 上で完了です。 
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WOL のセットアップ 

WOUWake On Lan ) の設定:を行います。 

t (下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設をを行ってください。 

く PROSet びインス I ルされている場合> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] のアタフ 
夕をダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On LAN ] 内の設定項目を下記の表にしたがつ 
て設定変更を行ラ。 


設定項目 

初期設定 

設定変更 

• "Wake On Directed Packet" 

ON 

ON 

• "Wake On Magic Packet" 

ON 

ON 

• "電源オフ状態か 6 の Wake On Magic Packet" 

OFF 

ON 


• [節電のオプション]内の設をを変更する必要はありません。 
• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、保持されます。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

日.すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


く PROSet びインス I ルされていない場合> 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] のアタフ 
夕をダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電源の管理]タブを選択し、設定項目を下記の表にしたがつて設定変更を行ラ。 


設定項目 

ネリ期設定 

設定変更 

• "電力の節約のため、コンピュータでこのデバイスの電源を才 
フにできるようにする" 

ON 

ON 

• "このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除でき 
るようにずる" 

OFF 

ON 


4. [詳細設定]タブを選択する。 

日. [ PME をオンにする]の[個を"オン"にする。 

6. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 


[Wake On LAN ] 内の設定を巧えないアダプタは WOL をサボートしておりま 
せん。 
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7. すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


グラフ ィツ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ 、ソクスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBULDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデルの場合は自動的にインストールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「Windows Server 2003 R 2 x 64 Edition インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照してください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-9 日)を使用する場合 

SCSI コント□-ラ ( N 8103 -95) を使用する場合、または追力□接続する場合、 0 S のプラグアン 
ドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 日)を使用ずる場合 

SCSI コント□-ラ ( N 8103 -75) を使用する場合、または追力□接続する場合、 0 S のプラグアン 
ドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバのアップ 
デートが必要です。接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実行して 
ドライバをインス I -ールしてください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03- 1 07) を使用ずる場合 

SCSI コント□-ラ ( N 8103 -107) を使用する場合、または追力□接続する場合、 0 S のプラグアン 
ドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、 
EXPRESSBULDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインス I ルして 
ください。 


SAS コント□-ラ( N 81 03-1 04 A ) を使用する場含 

SAS コント日ーラ （ N 8103 -104 A ) を使用する場合、または追力□接続する場合、 0 S のプラグア 
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、 
EXPRESS 巨 ULDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインス I ルして 
ください。 


障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、磕実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順については89ページをご覧ください。 
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再セツトアツ 


Windows Server 2003 x64 Editions の再セットアップをする場合は、 「EXPRESSBULDER」 
DVD じ格納されているオンラインド羊ュメント 「Windows Server 2003 R2, Standard x64 
Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照して 
ください。 
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Windows Server 2日03のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インス I -ールの際にも参照してください。 


wO Windows Server 2003, Standard EcHtion をご利用の場合、インストール 
Bta に使用する os インス! -- ルメディアについては、必ず 『Service Pack 1 
び内包されたメディア』をご使用ください。 

「カスタムインス I ルモデル」の場合は、既に Servcie Pack 1がインス 
卜ールされているため、再度 Service Pack 1を適用する必要はありません。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BTO (工場組み a み化荷)」で「カスタムインス!-ール」を指定して購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 0 S 、 本装置 
が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 


^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
区エックI で初めて電源を ON にするときのセットア、ソプの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティシヨンサイズち含む)や八ード 
ディスクドライブにインス I -ールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み a み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について國解しています。 



八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると 、 [Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよ<磕認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を磕認してく 
ださい。 

-[ソフトウェアの個人用設定]画面では、を前や会社をまたは組織名を入力しま 
す。 

-[ライセンスモー鬥画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータさ)と 
Administrator のノスワードを入力してください。 

-[日がと時刻の設を]画面では、日がと時刻を正しく設定して<ださい。 

-[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

-[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参力□させるか選択し 
よす0 

システムが再起動します。 

2. 79ページの手順 241 U 降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス I -ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 89ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 
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己.出荷時にインス I -ール済みのソフトウエアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウエアはお客様が購入時に指をしたものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウエアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 


— エクスプレス通報サービス* 


- エクスプレス通報サービス （ HTTPS ) * 

— Universal RAID Utility * 

— PowerChute Business Edition 体ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

- Microsoft .NET Framework Version 2.0再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) 

— ez-cict 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設をしてください。 

カスタムインス!-ールで出荷された場合、インス!-ールされているサービス 
パックのバージョンと、装置に添付されているヴービスパックのバージョンが 
異なる場台びあります。本体にインストールされているサービスパック ly 降の 
パ’ージョンび添付されている場合は、下記サイトより詳細情報を確認してくだ 
さい。 

[NEC コーポレートサイト] http :// www . nec . co . jp / 


目.1日2ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

]：>(上でカスタムインス I '''ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 
再セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使用してください。 
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EXPRESSBULDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップします。 

本機能は、本体に接続された RAID コント□ーラを自動認識して RAID システムを構築しますの 
で、あらかじめ、「八ードウエアのセットアップ」 （12 ページ）の設定を完了させておいてく 
ださい。 


NEC 

EXPRESS 目 UILDER 

Step II 技 卜 * 


乂ニューを a 化して、[化ボ S ンを巧してくだみ 

•れ ID 奇巧や OS をイン；か-ルする巧合は、 r シ—ムレスせホアッフをま巧する J モ3 
• けおをな了する#をは、 r な PMSSBUILMR を持了する J を S 巧してくだみ、 • 

献してくだみ、 


け"シームしスセホアッフモま巧する 


WindowJB OEM . DU 巧化がずる 


广 LinuxRetovery バーティシヨンモホ巧する ( LinuJt サ'-ピスセット巧） 
广 RAID の:)ンフィヴレーシ3ン巧拓をたーブ/ロードずる 
广 EXPRESSBUILDER にドライバを口'-ドする 


wO シームレスセットアップでは、設定によっては A — ドディスクの内容を削除し 
ます。入力するパラメータにごを意ください。特に、下の設定時にはま意び 
必要です。 

• step 4巧 AID の設定」 

• Step 己「メディアとパーテイシヨンの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨しまず。 


4^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
区エック I アップ(こついては、103ページの「応用セットアップ」で説明しています。 



• シーム レスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを 
使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファイル 
としてフロッピーディスク(別途 1 .44M 巳フォーマット済み空きフロッピー 
ディスクをお客様でご用意ください）に保存することができます。フロッ 
ピーディスクをご使用の場合は、另リ途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 

• パラメータフアイルは 、 EXPRESS 巳 UILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

参 ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方法については、 274 

ぺージを参照して〈ださい。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項について磕認しておいてくだ 
さい。 


Windows ファミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。 

• Windows Server ® 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 

• Windows Server ® 2003, Standard Edition 日本語版 

J : 又降 「Windows Server 2003」と呼びます。 

上記 t (外のエディションをインストールしたいときは、お買い求めの販売店または保守サービ 
ス会社にお問い合わせください。 


两"〇 Windows Server 2003 x 巨4 Editions では、シームレスセットアップを使 
■to 用できません。再セットアップずる場合は 、 「Windows Server 2003 R 2 
X 目4 Edition インスト レーシヨ ンサプリメントガイド」を参照し、「マニユア 
ルセットアップ」を使用してください。 


巨 IOS の設定について 

Windows Server 2003をインス I — ルする前に八ードウェアの BIOS 設定などを磕認してく 
ださい。210ページを参照して設定してください。 


ま意すべき八ードウエア構成について 

Windows Server 2003をシームレスセットアップでインストールするとき、次のような八一 
ドウエア構成においては特殊な手順が必要となります。 

参ミラー化されているボリユームへの再インス I -ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームに再インス I -ールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ス I -ール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

Windows Server 2003をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行う 
と、インストールに失敗することがあります。 M 0 装置を外してインス I -ールを最初から 
やり直してください。 
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• DAT や LTO 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT や LTO 等のインス!-ールに不要なメディアはセット 
しないでください。 

• 複数台の八ードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとする八ードディスクドライブのほかに別の 
八ードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインストールした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （106 ページ）を参照してく 
ださい。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス ! 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での再 インス ! ルはできません。この場合 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されて 
いる 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してセツ 
トアップしてください。 


システムノくーティシヨンのサイズについて 

Windows システムをインス I -ールするために必要なパーティションのサイズは、次の計算式 
から求めることができます。 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


インス I -- ルに必要なサイズ ニ3500 MB(Windows Server 2003 R 2) 

二3500 M 目 (Windows Server 2003 
with ServicePack 1) 

二3500 MB(Windows Server 200 3 R 2 
with Service Pack 2) 

二5300 MB(Windows Server 200 3 R 2 


+ Se「vicePack 2 CD - ROM ) 

二5300 MB ( WindowsSe 「 ve 「 2003 with 
ServicePack 1 +ServicePack 2 CD - ROM ) 
ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ十 12 MB 

アプリケーションサイズ ニ任意 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのノ くーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
409曰 MB でず。搭載メモリサイズ X 1.日倍のサイズが409己 MB を超え 
る場合は、409己 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2 GB 似上の場台のダンプファイルサイズの最大は 
に048 MB + に MB 」 です。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス!ルする場合は、別途そのアプ 
リケーシヨンび必要とずるディスク容量を追加してください。 





導 A 漏 67 


例えば、搭載メモリサイズが51 2 M 巨の場合、パーティションサイズは、前述の計算方法から 

3500 MB + (512 MB X 1.5)+ 512 MB + 12 MB + アプリケーションサイズニ 
4792 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインス!-ールするパーティションサイズが「インス I -ールに必要なサイズ 十 ペー 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを痛保できない場合は、次のように複数のディスク 
に割り当てることで解まできます。 

1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルヴ 
イズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストールに必要な 
サイズ 十 ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくださ 
い。 



シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨ 
ンサイズを「上記の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850 MB 」 または 
r 4095 MBj のうち、どちらか大きい値に設をしてください。 


ヴービスパックの適用について 

• Windows Server 2003, Standard Edition をご利用の場合、インストールに使用する 
0 S インストールメディアについては、必ず 『Service Pack 1が内包されたメディア』 
をご使用ください。再度 Service Pack 1を適用する必要はありません。 

• Service Pack 2が内包された OS インス I -ールメディアを使用しインス I -ールされた場 
合は、再度 Service Pack 2 を適用する必要はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は、 Service Pack 1を適用する必要 
はありません。 

• Windows Server 2003 R 2 をインス I -- ルする場合は、シームレスセットアップ中に 
サービスパックを適用しないでください。サービスパックはシームレスセットアップ完 
了後、 Windows Server 2003 R 2 D に C 2 のインス! -- ルを実施した上で「システムの 
アップデート」にて適用してください。 

• 本装置に添がされているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記 
サイトより詳細情報を痛かめた上で使用してください。 


[PC ヴーノ（サボート情報 ] http://support.express.nec.co.Jp/pcserver/ 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 


NEC 




EXPRESSBUILDER 


イニュ•を； ii 巧して、 r ホへ J ポダノを押しなだみ、， 
• RAIOW 巧や0巧インスト -JI 


•巧美を巧了する*るは、 rE > 


する®をは、 r シ 
巧 ESSBULDE 席6 


スセホアッフをち巧 
>巧3巧してくだみ> 


がする J を i 巧してくだか* 



CD / DVD - ROM , フ□ッピーディスクを取り出す 



Windows OS CD - ROM をセツトずる 



ソフ トウ エア使用許諾契約に同意ず る 




パラメータの□-ド （ Step 2) 


次へ 


OS の還択 （ steps ) 


巧へ 


RAID の設定 （ Step 4) 


次へ 


Windows の詳細設定 （ Step 已〜 10) 


次へ 


バラメータの セー ブ （ Stepll ) 


巧へ 


自動インストールの開始 （ Step 12) 


J= スキ 


ップずる:; 


」 ぐ 




J :入力や選択が必要な作業 
]： 自動的に作業び進む内容 


* Windows Server 2003 R2 は除 <。 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウイザード形式によりをパラメータを設定していきます。この 
とき、をパラメータを一つのファイル（パラメータファイル）としてフ□、ソピーディスクへ保 
存することも巧能です。 


W -0 r 事前こ r ミち意ずべき八ードウエア構成について （6 己ぺージ)」を確認してくだ 
置3 さい。 


^ パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保を用として 
医!^ 1.44M 目フォーマット済みの空きフ□、ソピーディスクが1枚必要となります。 

あ6かじめ、お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保ちしておいたパラメータファイルを読み} A ませる 
ことで、ウイザードによるパラメータ入力を省略することができます。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にする。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライブに 「EXPRESSBUILDER」DVD をセット 
する。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl> + く Alt> + く Delete 〉 キーを押す） 

か、電源を日 FF/ON して本装置を再起動する。 

DVD から EXPRESS 巨 UILDER が、起讓力します。 

じ(下のメッセージが表示されたら、 「0 s installation *** defauH :***」 を選択してく 
ださい（何も 丰一 入力がない場合でも、自動的に手順4の画面へ進みます）。 



4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本語」を選択し[日 K] をクリックする。 



EXPRESSBUILDER で 巧巧ず る S 狂を g おしで < ださし、 

.•§ +4 +•■ +4 +♦ ++ +ii +4 + ♦ +4 +"4 + ♦いり +4 + 4 +♦ +4 +4 + ♦ ++ り +4 +4 +4 +4 +« ++++ + « +-h +4 +4 

抽 I 肥 t a Ian 百 ua 臣田 to u 化 for the EXPRESSBUILDER. 


口 曰本語 

广 English 

广 Franks 

广 Italiano 

广 Deutsch 

r Espanol 


OK ] 
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己.[シームレスセットアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


I 搭- 


乂ニューを ii 巧して、 r ホへ J ポタンを巧してくだみ、 ♦ 


广 Window ぷ OEM-Di: 巧作がする 
广 Linuxffl ドうイバ6?ィスウを巧巧ずる 

广 LinuxRecovrv バーティシヨンをけ巧する (Linux サーピスセット。 J 
C れにの〕ンフィヴレーシヨンな巧をセーブぶードする 
广 EXPRESSBUILDER じドライバをロードする 


6. パラメータを□ー ドす る。 

[パラメータの□一 鬥画面が表示されます。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

Step J 沒 - 

I 巧 *103 の お P の 1 今 

バラメータを口ードする巧合んバラ y— タファイルび巧なするメディ巧たットして、 r バラ方ータぞ口ードする J ぞ进巧し、 

イディア上の J 巧メータファイルのドライブレターをフル J すスで入力してがさ U 
,巧;トタがード b なし、巧さは、。すがータ巧トドリみリさ孤 RL てくださし、。 


J 妨-如口-ドしない 

广バが-如口-ドする：「 刹三 I 


•る〇 〇々へ 巧スキがけ 


[ノ くラメータファイルを使用しない場合] 

r パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 

^ フ□、ソピーディスクドライブが本体(こ接続されていない場合、こち 6 を選択し 
I チェック] てください。 


[パラメータファイルを使用する場合] 

r パラメータを□ードする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、をウィザードにてファイルから□ードされたパラメータを磕認する 
場合は[次へ]を、磕認しないでそのままインス I -ールする場合は[スキップする]をク 
リ、ソク する。 


パラメータファイルのパスおよびファイル名に日本語は使用しないでくださ 

をエック] い。 


[夕へ]をクリ、ソク^手順7へ 
[スキップする]をクリックー手順16へ 
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7. インス I -ールする日 S を選択する。 

[ Wiridows (32 bit エディション）をインストールする]を選択して、[次へ]をクリック 
してください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


な ep I 色 j P 夕。 醉のつ吟畔の个* * 

インストールする〇巧进おしてくだみ、 

「上記かの0巧インストールする J ぞ进おすると、已姐が!訖のみ実放してが了します。 

•" 巧しく RAH 巧な塞し、 fefVK 2008(3：bit) ぞインストールする巧合は、「上|己 lU 外の〇巧インストールする巧 
涅析し、いったん RAID 巧誇を売了したな、再度「シームレスたットアッブ J ぞ実拖してください。 


巧 の fMW32bit エディション巧インストールする 
广の nd び WWWt エディション巧インストールする 
广 L 如 a さインストールする (L 虹*サービスたット曲 


• 上記 W 外の0巧インストールする 


&巧 巧*^ Otop へ 


8. RAID の設定をする。 

[ RAID の設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 1 ;气 iH p す " r 誓 " IF’VI 纖 I ■► 脚 * 

i ががライブを巧巧しミす， 

RAID コントローラを巧巧していない場合、およぴ、すでにけ巧まれている話なドライフをな巧するちをは、スキップを这巧し、々:へ巧んでくだみ、 ♦ 

なお、 請巧ドライフのホ巧には、同お巧の巧巧デバイスしか巧用できません， 


ホの巧をでお巧ドライブを巧巧するが1巧ドライブが巧巧の巧を、 


デイスウ巧のデーかますぺて巧をされます)一 





•る ご）ご)*ベ 


) TOP へ f デフオルトへ H す 



• 論埋ドライブの作成には同型番の物理ディスクしか使用できません。 

• 正常に終了しない場合は、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが収録され 
ていない可能性が有ります。「セットアップを始める前に （17 ぺージ)」 

をご参照願います。 
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9. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設を]画面が表示されます。 

設を内容を磕認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


I トップ I パラメータ 11 0 S の選が iHRAi[>a) 

step I たつ の。で … IJ ，.…|»*4 


沿 C ぶ viw Padd こつし口:は、 r ユ-ザーズガ仆—」をきおしてください。 


陵|卡|な宅 卡 


r 巧巧の J トティシヨンをほ巧する」ぞ进巧した巧合、ディスクの:を目（先頭)の J トティシ3ンへ 0S をインストールします0 


「インストールザ.ィアの指定— 
WindoTTs ファミリエディ'ン 

キーボードレイアウト 
タイム V—- ン 


C な fvi な？ ack を通用する 


[デフォルト旧本語 >3 

|(GMT-^09:00) ホ巧、化巧 


本語 j 


-用. indows システムドライプの誦另ミー 


巧新規に巧ぶする（ディス i 

广ディスクのをミ獻対ミ用する 
f サイズを指定する 


きほ用す》備リトティションのみクリア; 
•スクの内容は、すぺて如アされます）— 


r 122 な (MB) 

( 6が刀の - 2.097 .144MB) 


•1®-1.024 MB 


•る C) 〇 *- 


!> 7tOPa 


Hi 


• Windows Server 2003 R 2 をご使用の場 S ホ、シームレスセット 
アップでサービスパックを適用しないでください。 

サービスパックを適用ずる場合は、シームレスセットアップ完了後、 
Windows Server 2003 R 2 DISC 2を適用してか5「システムの 
アップデート」にてサービスパックを適用してください。 

• ノ くーティションサイズについて 

- 0 S をインストールするパーティションは、必要最小限 m 上のサイ 
ズを指定してください。 （66 ページ参照） 

- 接続されている八ードディスク似上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,09 ：7，144 MB 似上の論理ドライブは作成できませ 
ん。 

• [ Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を選択し 
たとき、ディスクの内容はずべてクリアされまずのでごま意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択すると、最初のパーティションの情報は フォー マットさ 
れ、すべてなくなります。それ ly がのパーティションの情報は保持され 
ます。下図は、情報び削除されるパーティションを示しています。 


第 1 パーテイシヨン 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インストールずることはできませ 
ん （66 ぺージ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
ノくーティションを使用する」を選択しないでください。 
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10. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設定]画面が表示されます。 

ユーザー情報を入力して[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step P -". P 今… fs。 •巧,, ' IJ^/ :鑛 II 叫卡 


ユーヴー情巧などのちホをま:を入力してくだ SU* 

〕ンピュータをは、巧た李な下で裝定してくだみパ化の〕ンピュータを、ドパイン/ワ—ウクル—フちとの重巧は不可） ♦ 
任用ちち/会れまは、50义まな下をろでは25女辛}でをま:してくだみ、 



•クライアントライセンスー 


，る巧な^へ 


、 7 top ^ 


Version B.XX-XXX.XX) 



• パラメータフアイルを使用してセットアップを行った場合や、 Step7 必 
降の画面から Step6 に画面を戻した場合、 「Administrator パスワード」お 
よび 「Administrator パスワードの確認」に値を設をしていない場合でも 
「参参♦参参」が表示されます。 

• 日本語入力する場合は、 <Alt>+< 半角/全角>キーを押してください。 


11. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設を]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step || 钟 1» I 親第 I* I! 謂 * I 绿抒 I* I 带 ['"♦ I ! 駿 

ネホワ〜ウフロト 3 ルのを左を巧います， 

IP アドレスを f 自定ずる巧をは、 r わスタムをま J を这化し r 詳油をま J ボ巧ンを巧してけミみ 
ネ•ホワークの裝ま:モ巧わない巧合は、 r 巧巧を定 J を法がし r なへ J ポタンを巧してくだれ、 


巧巧を定 
C 扫ス5ム投ま • 



standard adapter - -i 夕—イ、ツ f. i i 卜」 J レ:： 





起 


カスタム設をでの登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 
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12. 参加ドメイン-ワークグループを指定する。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指を]画面が表示されます。 

設を内容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


•A 1♦クトウ-ク 「識 参化ドバン I [| コンポー （ I アブリケ~ ■パラメータ ■白 》 イン 

step 帖】ブ , I 端 r 卡 I お '9 I 鮮 0 卡 卜 ti Is が 





13. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの設を]画面が表示されます。設を内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 


whL EXPRESSBUILDER 

1车ツトトク ぶ参化"イ> I [■コンポー 1 ( I アプリケー ■パラメー タ ■さ 》イン 

step 殺]マ,..細を"； I 隣で。 卜 》 I 鮮か ♦卜 t 1 "» I 詞 g 

インスト—ルする Window*] ンポーネントを这巧してくだみ、 • 




•る0 


Otop >> 


14. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なアプリ 
ケーシヨンを選択して[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 質ず ‘;； p 變 II: J ! 赛 II: 1 1 則 , ♦ 斷 ， ♦ I ! 聪 

インス h — ルするアブリクーシヨンモ法巧してください • 

•KWRO/ServerAMM のインストールには、《ちネットワーウち理プロト]ル (SNMP) のをまがお5でず， 

•エクスフレス ii 巧サーピスは、 ESMPRO/SwverAgw 克インストールする巧をのみ这巧できまず， 

•EXPRESSBUILDER じをまれていないディスクドライバを巧用ずる巧をは、 T 大ち*記巧装 S 巧 OEM.Diik の巧用 J を法巧してくだみ >• 

• [巧抽アフリケーシ3ンのインストール J については、[ユーザース巧イド J をを賠してください ♦ 


ス谷量 S 己1#巧宝 fflOEM-Disk の巧用 

巧如アブリケーンヨンのインストール 


励阿! 


•るで）り a へ 


适加》I 

I 谋谓勝 ::;I 


0 topa 


— ?0/Server Agent 
エクスブレス戚民ヴービス 
エクスブレス斌民プービス (HT 作 S) 

NEC からのおき日らサ 
Universal RAID Utility 

Microsoft .NET Framework Version 2。滞疏巧能 J 、•ッケー 
Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再韻お巧龄、•ッケージ (x86) 
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• 「エクスプレス通報ヴービス （ HTTPS )」 について 

— Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合 

「エクスプレス通報サービス （ HTTPS )」 をサポートしていまず。 
- Windows Server 2003をご使用の場合 

「エクスプレス通報サービス （ HTTPS )」 をサポートしていませ 
ん。[追加巧能なアプリケーション]へ移動させてください。 

陳賴] 

(1) [選択されたアプリケーション]か5「エクスプレス通報ヴー 
ビス （ HTTPS )」 を選択する。 

(2) [« 削除]をクリックずる。 

(3) [追加可能なアプリケーション]に移動したことを確認する。 
インストールされた場合は、「エクスプレス通報サービス/王クス 
プレス通報サービス （ HTTPS ) インストレーションガイド」を参 
照し、「エクスプレス通報サービス （ HTTPS )」 を削除してくださ 
し、。 


• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細については、「 http :// www . nec . co . jp / expicnic 」 の [ FAQ ]- シリーズを 
選択-が応するバージョンの[重哥を選択-[追加アプリケーションのイン 
ストールについて]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、じ(下のエディションを還 
択した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 

— Windows Server 2008 Standard x 64 ( フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これに(外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を還 
択し [<< 削哟をクリックし、随加可能なアプリケーション]に移動 
していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 （293 ぺージ)」をご覧く 
ださい。 
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1 己.パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 



[パラメータファイルを保存しない場剖 

r パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 

^ フ□、ソピーディスクドライブが本体に接続されていない場合、こち 6 を選択し 
をエック] てください。 


[パラメータファイルを保存する場合] 

r パラメータをセーブする」を選択し、 フォー マット済み フ□、ソピー ディスクをセッ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックする。 

^ パラメータファイルのパスおよびファイルをに日本語は使用しないでくださ 

I チェック I し、 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic 」 からも作成するこ 
とができます。 


16 . 自動インス I -ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 
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17. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -ールする場合は、メッセージが表 
示されますので、大容量記'憶装置に添がされている CD - ROM またはフ□、ソピーディ 
スクをセツ ト し、 W 降は画面のメッセージに従って操作してください。 



O CD/DVD ドライづ、またはつロッピーディスクドライづ〜 
「方容を記'惜篇置用 OEM-Disld をたットしてください。 


okI 丰*ンたル」 


18. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセッ ト アップに対応しているアプリケーションを追力□でインス I -ールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションの CD-ROM 
またはフ□、ソピーディスクをセツ ト し、じ(降は画面のメッセージに従って操作して 
ください。 


0 3^ち獅益?^：^^卜 

してください。 


OK し丰ヤンたルI 


19. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 


フ□、ソピーディスクがドライブにセツ ト されている場合は、 DVD と一緖じ取り化し 
ておいてください。 
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2 日. Windows Server 2003 CD-R 日 M を光ディスクドライブにセツトする。 

[ソフトウてア使用許諾契約]磕認画面が表示されます。 


放のほ用 i 午 i 操約をお読みください。 

スクロールしてほ巧許諾契が]をを巧までち扇みくださし、。 

Window のたットアッブぞ爲巧する巧合には 
。ましりを进んで巽巧に同きしてください。 

いしみ]ぞ进ぶとわットアッブぞ中止します。 


Microsoft Windows Server 2003バッケージ I こ同巧されてし、る 
「7イクロ Vフト ソつ トウXアほ巧許 i 老契約き J ぞお読みください。 


21. 「ソフトウェア使用許諾契約書」の内容をご確認のうえ、同意する場合は、[はし、] 
をクリックする。 

同意しない場合は、[いいえ]をクリックしてください。 



バックアップ CD - ROM じ(外の OS CD - ROM を使用している場合は、じ(下のメッ 
セージが表示される場合があります。 [ OK ] をクリックし、プロダクトキーを 
入力してください 


セットアップスクリプトファイルには有効なプロダクト 
ID が含まれていません。システム管理者に有効な 
プロダク HD を問い合わせてください。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、 
システムに□グオンします。 


インストール中に似下のダイア□グボックスび表示される場合びありまずび、 
[セツトアップ完了]画面び表示されるまでは操作ずる必要はありません。 



22. [セットアップ完了]画面で [OK] をクリックする。 
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23. インストール完了後、 [Windows セツトアップ]画面が表示されます。 



Windows Server 2003 R 2 Standard Edition D に C 2 を光ディスクドライブじセッ 
卜し、 [ OK ] をクリックする。 

W 降はメッセージに従って作業を進めてください。 

インストール終了後 、 Windows Server 2003 R 2 Standard Edition D に C 2 を光 
ディスクドライブから取り化し、再起動してください。 



サービスパックをインストールする場合は必ず Windows Server 2003 R 2 
D に C 2を適用した後で「システムのアップデート」にて適用してください。 


24. PR 日 Set をインス!ルする。 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能磕認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用することにより、じ(下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の磕認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの彰断 
—チームの設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性に優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。 
このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、下の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてくだ 
さい。 

(2) エクスプ□ーラを起動する。 

(3) r ¥012¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ cy 5 卸 「 oset ¥ win 32」 ディレクトリ内の 
「 dxsetup . exe 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) 使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選 
択して[次へ]をクリックする。 
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(6) デフォルトのまま[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

(8) [ Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、 
[完了]をクリックする。 

(9) 「 EXPRESS 目 ULDER 」 DVD を光ディスクドライブから取り化し、システムを 
再起動する。 

W 上で完了です。 


^ ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソー 

区エックI ルか6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 

0S のリモートデスクトップ機能またはその他の遠隔操作ツールを使用しての 
作業はサポートしておりません。 


2己.ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、 BT 0 出)荷時、または EXPRESS 巨 UILDER 
から「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。 
インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転送速度と Duplex モードの設定 
をしてください。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプ □ トコル ( TCP / 
IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックをがけてから IP アドレスの設を 
してください。 

く PR 日 Set がインスIルされていない場合> 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Comection ] をダブル ク 
リ 、ソク する。 

ネ、ソトワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [詳細設を]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八ブの設を值 
と同じ値に設をする。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリック 
する。 


W 上で完了です。 
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く PR 日 Set がインストールされている場合> 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

に）ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Comection ] をダブル ク 
リ 、ソク する。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同 
じ値に設定する。 

(4) ネ、ソトワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [ OK ] をクリック 
する。 


じ(上で完了です。 

また、必要に応じてプ〇トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワー 
ク接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア □ グボ、ソクスを表示させて行 
います。 



• サービスの追加にて、[ネットワーク モニタ] を追加することをお勧めし 
ます。 

[ネットワーク モニタ] は、[ネットワーク モニタ] をインストールした コ 
ンピュータが送受信する フレーム （またはパケット）を監視することが 
できます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。インス 
卜ールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照し 
てくださし、。 

• 残り1つのネットワークポートは「管理用ポート」です。このポートに 
関するセットアップについては、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にある 
オンラインドキュメント 「 EXPRESSSCOPE エンジン2ユーザーズガイ 
ド」を参照してください。 


26. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、そ 
れぞれを確実にインスI-ールする。 

27. 89ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 
28. 1日2ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□-ドバラン 
シング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されているア 
ダプタに障害が発生した場合、自動的にグループ内の他のチームに処理を移行させるちので 
す。また、アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、サー 
バから送受信パケットをチームすベてのアダプタから行うことにより、スループ、ソトを向上さ 
せるものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボード 
です。 


• AFT/ALB のセットアップは、ドライバ/ PROSet のインス! -- ル後、 
必ず再起動した後に行ラ必要びあります。 

• 使用するスイッチング八ブ (L2) のポート設定びセットアップずるチーム 
のモード (AFT/ALB) に対応されていることを確認してください。 

• 標準装備のネットワークアダプタとオプションネットワークボードの組 
み合わせでのチームはサポートしておりません。また、オプションネッ 
トワークボード同±のチームの組み合わせは下記 URL の[♦周辺機器仕 
滿の [LAN ボード]をクリックして表示されるマニュアルを参照してく 
ださい。 

http://www.express.nec.co.jP/care/tech/l 00呂 uide.html 


くチームのセットアップ手順> 

1. チームを構成させるネットワークアダプタとスイッチング八ブを LAN ケーブルで 
接続する。 

2. デバイスマネージャを起動する。 

3. [ネットワークアダプタ]を展開し [Intel(R) 〜]をダブルクリックする。 

4. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

日.チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

目.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

7. チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アタ'プティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

8. [完了]をクリックする。 

9. [デバイスマネージャ ] より、上記の手順で設定したチームのアダプタをダブルク 
リックしてプ□パティを開さ、[設定]のタグを選択し、[チームの編集]をクリック 
する。 
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10. チーム内のアダプタに巧しプライマリ/セカンダリ設定を行ラ場合、下の操作を 
行ラ。 

- プライマリ設定 

プライマリに設をするアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックす 
る。 

- セカンダリ設定 

セカンダリに設をするアダプタを選択し、「セカンダリの設定」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてください。 



プライマリ/セカンダリ設をはじ(下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


11. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表 
示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

12. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 


くチームの 削除手順> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設蔚のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

日.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 



• アダプタフオルトトレランス ( AFT ) のチームとして指定ずるアダプタ 
は、同ースイッチング八ブ ( L 2)、 異なるスイッチング八ブ ( L 2) のどち 
5の接続でも使用可能ですび、異なるスイッチング八ブ ( L 2) に接続する 
場合は、すべて同一 LAN (同ーネットワーク)上に存在する必要びありま 
すので、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブ□—ドバランシング ( ALB ) を使用ずる場合は、スイッチン 
グ八ブ ( L 2) にのみ接続でさます。 

• マザーボードまたはオプションのネッ トワークカー ドを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネ、ソトワークボード ( N 8104 -1 11/112/1 19/120/121/125/126) を使用する場 
合、または追力□接続する場合、< ドライババージョンの磕認方法>を参照し、すべてのネット 
ワークボード（標準装備の LAN を含む）ドライバのバージョンを磕認してください。 

ドライバのバージョンが異なる場合は、<ネットワークドライバのインストール>記載の手順 
I こて、ドライバをアップデートしてください。 

また、システムアップデート後にオプションネットワークボードを追力□した場合も必ずドライ 
パバージョン磕認を行ってください。 



• [? そのイ也のデバイス]に [? イーサネットコントローラ]がある場合はネッ 

トワークボードにホ f してドライバがインストールされていません。 

くネットワークドライバのインストール>記載の手順にて、ドライバを 
インストールしてください。 

• オプションのネットワークボードも転送速度と Duplex モードの設をが化 
要です。[ネットワークドライバのセットアップをする。](80〜81ぺ一 
ジ)の項を参考に転送速度と Duplex モードの設をを行ってください。 


くドライババージョンの確認方法> 

1. システムを起動し、 Administrator 権限のあるユーヴで□グオンする。 

2. 「デバイスマネージャ」を起動する。 

[ネットワークアダプタ]配下の [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリ、ソクし、 [ Intel ( R ) 〜]のプ 
□パティを表示させます。 

3. [ドライバ]タブの[ドライバの詳細]をクリックし、[ドライバファイルの詳細]を開 
く。 

4. [ドライバ]タブ内のバージョン、[ドライバファイルの詳細]内の下記対象ドライバ 
のノ（ージョンが一致することを確認する。 

日.同様の手順で、すべてのネットワークボード（標準装備の LAN を含む）のドライ 
ババージョンを確認する。 


巧象 OS 

巧象ネットワークボード 

LAN ドライバ名 

LAN ドライバ 
バージヨン 

Windows g 百 rv 百广 

2003 x8 巨 

標準装備ネッ ト ワークアダプタ 

N 8104 -に 1/ に 5/ に 6 

ele 已1 32.sys 

9.9.13.0 

N 8104 -112/1 19/ に日 

el 00032已 .sys 

8.9.1.0 

N 8104-111 

el 00b32 已 .sys 

8.0.43.0 
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くドライバのインス I ル> 

1 . 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. デバイスマネージャを起動する。 

3. [ネットワークアダプタト [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

[ Iritel ( R ) 〜のプ□パティ ] ダイア□グボックスが表示されます。 


4. 



いそのイ也のデバイス]に [? イ -サネ'ソ トコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックしてくださし、。 


[ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。 


[八ードウエアの更新ウィザー鬥が表示されます。 

日.[いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

6. [—覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 


7. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 

「 N 81日 4-1 11」の場合 

[¥日1 2¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ cH 5¥ prol 日日 ¥ win 32] 

「 N 81日 4-1 12/1 19/1 20/1 21/12日/126」の場合 
[¥01 2¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ dl 5 ¥prol 000¥ win 32] 

と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの橫索が開始され、横索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[八ードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

8. [完了]をクリックする。 

W 上で完了です。 


WOL のセットアップ 

WOUWake On Lan ) の設定:を行います。 

じ(下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設定を行ってください。 

く PROSet びインス I -ールされている場合> 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] のアダプ 
夕をダブルクリックする。 


ネツトワークアダプタのプ□パティが表示されます。 
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3. [電力の管理]タブを選択し、 [ Wake 日 n LAN ] 内の設定項目を下記の表にしたがつ 
て設定変更を行ラ。 


設定項目 

初期設定 

設定変更 

• "Wake On Directed Packet" 

ON 

ON 

• "Wake On Magic Packet" 

ON 

ON 

• "電源オフ状態からの Wake On Magic Packet" 

OFF 

ON 


• [節電のオプション]内の設をを変更する必要はありません。 
• 上記の設をは手動で設をし直さない限り、保持されます。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

日.すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


く PROSet びインス I ルされていない場合> 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] または [ Intel ( R ) PRO /1 000 PL Network Connection ] のアタフ 
夕をダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電源の管理]タブを選択し、設定項目を下記の表にしたがって設定変更を行ラ。 


設定項目 

初期設定 

設定変更 

• "電力の節約のため、コンピュータでこのデバイスの電源を才 
フにできるようにする" 

ON 

ON 

• "このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除でき 
るようにする" 

OFF 

ON 


4. [詳細設定]タブを選択する。 

己. [ PME をオンにする]の[個を"オン"にする。 

6. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 

7. すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


[Wake On LAN ] 内の設定を巧えないアダプタは WOL をサボートしておりま 
せん。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備の グラフィ 、ソクスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBULDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンス I '''ールされています。 



ドライバを個別に再インストールしたいときは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている 「Windows Server 2003 R 2 インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-75/95) を使用する場合 

SCSI コント□-ラ （ N 8103 -75/95) を使用する場合、または追力□接続する場合、 OS のプラグ 
アンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバの 
アップデートが必要です。接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップデート」を実 
行してドライバをインストールしてください。 


SCSI コント□-ラ ( N 8103-107)を使用する場合 

SCSI コント□-ラ ( N 8103-107)を使用する場合、または追力□接続する場合、 OS のプラグアン 
ドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、 
EXPRESS 巨 ULDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインストールして 
ください。 


S AS コント□-ラ( N 81 03-1 04 A ) を使用する場合 

SAS コント日ーラ （ N 8103-104 A ) を使用する場合、または追力□接続する場合、 OS のプラグア 
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。接続後、 
EXPRESSBULDER から「システムのアップデート」を実行してドライバをインス I ルして 
ください。 


障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、痛実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順じついては89ページをご覧ください。 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD じは、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管理用 
の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シー 
ムレスセッ トアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は、第3編の r ソフトウエア編」を参照して個別にインストールしてください。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管埋 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。 


システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 
システムのアップデートは次のような場合に 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に収録されている 
を 0 S のインストレーションサプリメントガイドを参照して実施してください。 

• システム構成を変更（内蔵オプションの追力日など）した場合 

• Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 

• バックアップツールを使用してシステムをリストアした場合 




障害処理のためのセットアップ 
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障害が起きたとき、より早く、痛実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
ト アップをしておいてください。 


メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 


本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 



Hi 


メモリダンプのを意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行いまず。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動すると、起動時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび 
表示される場合びありまずが、そのまま起動してください。起動し直ず 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合びあります。 


Windows Server 2008の場合 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選び、[システム]をクリックす 
る。 

[システム]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [システムの詳細設定]をクリックする。 

[システムのプ□パティ ] ダイア□グボックスが表示されます。 



7 ァイル(り漏集(り表示(ぶクールのヘルプ(が 

]シビューみの虽本的な宿册 

Windows Edition - 

Windows Server の Standa 
Copyright © 2007 Micros 
Service Pack 1 


タスウ 

f ) デバイスマネ-み(邮 
费 リモ-卜の設定城 


が 


システムの i 卽田設ちけ 
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3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 



4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブに 「 MEM 0 RY . DMP 」 というファイルをで書き A む場合> 

D :¥ MEM 0 RY.DMP 
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— "〇 Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MBiy 上の空を容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2008 32 -bit ( x 8 巨） Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MB 似上（メモリサイズが 
2 GB を超える場台は、2048 MB + 300 MB 似上）の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場台は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブの空き容量を確認してください。 


日.[パフオーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 
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6. [パフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 



7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 
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8. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチエツ 
クボックスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをする。 



9. [各ドライブのページングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべ 
てのドライブの総ページングファイルヴイズ]ボックスに記載されている推奨値 
上に、[最大サイズ]を[初期サイズ]上に変更し、[設定]をクリックする。 


2 SI 


r すパ;てのドライプのパージンク7ァイルのサイス’を白旣巧に昔巧する(旦） 
「をドライプのパージ：/ヴ7ァイルのサイぶ- 

朽イプし卡リュ-ムラベル]喊 ベーツ y 。 


嫂 7アイルのサイス ( MB )] 


還巧したドライプ： 

た'. 

空きち目域： 

69日の MB 

/_>八 ' U J 1 パ、、公- 

1 巧期サイぶ （ MB ) の： 

|7の A 

1 最六サイス’ （ MB ) 脚： 

|1の4 1 


■ 巧-一うゾ j 7アイルなし(の 


記邸）」 


—すパ;てのドライプの組パージ：/ヴ7アイル サイブ:- 
最小限： 16 MB 

巧装： 7の MB 

現をの割り当て： 1024 MB 


OK J _辛 tl / iZ ル」 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルび必要 
です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、インストレーションサプリメントガイドの r ミち 
意事項」の「システムパーティションサイズについて」の項を参照して 
<ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 
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10. [日のをクリックする。 

設をの変更内容じよってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


Windows Server 2003の場合 

次の手順に従って設定します。 



ここでは Windows Server 2003の場合を例にして手順を示していますが、 
Windows Server 2003 x 64 Editions でも同様の手順でセットアップしてくださ 

し、 0 


1 . スタートメニューから[コント□ールパネル]を選択し、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を 書 さ込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 




Windows Server 2003 x 目4 Editions の場を 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場台は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ + lMBm 上の空き容量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場台 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場台は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 切上（メモリサイズび 2 GB 
を超える場合は、2048 MB +12 MB 似上）の空き容量のあるドライブ 
を指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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日.[パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 



6. [パフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 





のデザインとバフオーマンスじほう設定をぶ巧してくださ 


(7 こな扔篇湿な臟首巧的!::: 

r デザインを煩先する(が 
广バフォーマンスを便巧するを） 

广カスタムを)： 

回ウィンドウとボタンに紀貸スタイルをほ用する 

□ ウィンドウをを六化やを小化するとき【こアニターシヨンでま示する 

□ コンポボックスをスライドして閒く 

□ スクリーンフォントの摄が骨らかじする 

□タスクバーボタンをスライドする 

□ デスクトップのアイコンるじををなける 

□ ドラックやじウィンドウの内容をま示する 

□ ヒントを:なードまたはスライドでまモする 

□ フォルタでよくほ用するタスクをほ巧する 

□ マウスポインタの下にををま示する 


0K 


キャンむレ J 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[す 
ベてのドライブの総ページングファイルヴイズ]ボックスに記載されている推奨値 
じ(上に変更し、[設定]をクリックする。 



wO • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
量3 のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納ずるのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルび必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、インストレーシヨンサプリメントガイドの「ま 
意事項」の「システムパーティシヨンのサイズについて」の項を参照し 
て < ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 
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9. [日のをクリックする。 

設をの変更内容によつてはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


ユーザーモードプロセスダンプの取得方法 


Windows Server 2008の場合 


ユーザーモードプ□セスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイル 
です。 

アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了さ 
せずに、 W 下の方法にてユーザーモードプ□セスダンプを取得してください。 

1. タスクバー上の空いている場所をちクリックして[タスクマネージャ]をクリック 
するか、 く Ctrl 〉 + く Shift 〉 + く Esc > キーを押下して[タスクマネージャ]を起動 
する。 

2. [プ□セス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名をちクリックし、[ダンプファイルの作成]をクリッ 
クする。 

4. 次のフオルダにダンプファイルが作成されます。 

C :¥ Users ¥( lL — ザー名) ¥ AppData ¥ Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、エクスプローラの [ツール] から [フォルダオプション] を還択し、 
[表示]タブから[すべてのファイルとフォルダを表示する]にチェックをして下 
さし、。 


ユーザーモードプ□セスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得してく 
ださい。 

ユーザーモードプ□セスダンプの取得方まの詳細は、じ(下の Microsoft 社のサポート 
技術情報を参照して<ださい。 

「Windows Server 2008でユーザーモードプ□セスダンプを取得する方ま」 
http :// support . microsoft . com / kb /949180 /ja 



Windows Server 2008では、ワトソン博±は[問題のレポートと解決策]に変 
要されており、従来のワトソン博±によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方法で取得できます。 
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Windows Server 2003の場合（ワトソン博±の設定） 

Windows ワトソン博±はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ 
ラーを橫化するとシステムを診断し、診断情報（□グ ） を記録します。診断情報を採取でき 
るよう次の手順に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前ボックスに rclrwtsn 32. exej と入力し、 [0 K ] をクリックする。 

[ Windows ワトソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 

「 DRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで保存されます。 



^ ネットワークパスは指定できません。□一カルコンピュータ上のパスを指定し 
区王ック I てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 
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5. [クラッシュダンプの種類]のラジオボタンで[完全]を選択する。 

6. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 

- 既存の□グファイルに追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

7. [日のをクリックする。 


ットワークモニタのインス I ル 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。 


Windows Server 2008の場合 


ネットワークモニタのセツトアップ手順 



Windows Server 2008には、ネットワークモニタが含まれておりません。 
Windows Server 2008においてネットワークトレースを採取するためには、 
Microsoft なより提供されております Microsoft Network Monitor をセットアップ 
する必要があります。 


1. Microsoft 社の Web サイトよりネットワークモニタをダウン□-ドする。 
http :// support . microsoft . com / kb /93374 1 / en-us 

2. ダウン□ー ドしたファイルを実行して、インス!-ーラを起動する。 

画面の指示に従ってインストールを実施してください。 



[セキュリティ の警告]ポップアップが表示された場合は、跨行]ボタンをクリッ 
クしてく ださし、。 

セットアップ形式を選択する画面では、 [ Complete ] を選ネ尺してください。 


W 上でネットワークモニタのセツトアップは完了です。 


ネットワークモニタを削除する場合は、[プログラムと機能]から行います。 
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ネッ トワーク トレースの採取手順 

1 . スタートメニューから Microsoft Network Monitor を起動する。 

2. |； Sta け Page ] から、に reate a new capture tab ...] もしくは [ File ] メニューの 
[ New ] を展開し、 Kapture ...] をクリックする。 

新たにネットワークトレース採取用のタブが作成されます。 

3. [Select Networks ] ウィンドウで採取対象のネットワークを選択する。 

4. に aptur 引メニュー上のに tart ] をクリックしてネットワークトレースの採取を開 
始する。 

日.に apture ] メニュー上のに top ] をクリックしてネットワークトレースの採取を終了 
する。 

目. [ File ] メニューのに ave As ...] を選択する。 

[さ)前をがけて保存]ウィンドウが表示されますので、 [Frame selection] 内の [All 
captured frames] を選択後、適切なフォルダ、ファイルをを指をします。 



既をでは、じ(下のフォルダが指をされています。 

C:¥Users¥<User name>¥Documents¥Network Monitor 3¥Captures 


7. [保存]をクリックする。 

手順6.で指をしたフォルダじファイルが作成されます。 


Windows Server 2003 の場合 

ネットワークモニタを使用するためには、インスI-ール後、システムの再起動を行う必要があ 
りますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリック 
する。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックする。 

[管理と モニタ ツール]ダイア□グボックスが表示されます。 

日.管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 
チェックボックスをオンにして[日 K ] をクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスに戻りますので、 
[次へ]をクリックする。 
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7. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は、要求された CD - R 日 M を 
光ディスクドライブにセットして[日口をクリックする。 



ディスクの挿入を求めるメッセージは ‘ ‘Service Pack 1 CD-ROM ラベルを付い 
た CD" と表示されますが 、 Windows Server 2003 R2 をご使用の場合は、 
"Windows Server 2003 R2 DISCI " を光ディスクドライブにセットしてくださ 

し、 0 


8. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

10. [コント□ールパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイン 
卜 し、[ネットワークモニタ]をクリックすることじより、起動することができます。操 
作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


システム情報のパックアッ 


セットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情報をバック 
アップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.己インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESS 巨 ULDER から起動して 「Boot selection 」 メニューが表示されます。 

3. [Tool menu(Normal nnode )]-[ Japanese]-[Maintenance Utility ] を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セットアップ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムじよっては、特殊な手 
順でセ、ソトアツプしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未巧応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新の RAID コント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESS 目 ULDER に対応していない大容量 
記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールなどをする場合 
は、次の手順でセットアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出荷）により、 OS 組み込み出荷された状態から 
セットアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シームレスセットアップに対応しているボードの一覽については 
「 EXPRESSBUILDER がサポートしている大容量記憶コントローラ」 （18 
ぺージ）を参照してください。 


1. セットアップしよラとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

^ 本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、 
IfH 巧 大容量記憶装置コント□ーラの説明書を優先して < ださい。 


2. RAID コント□-ラの場合は、コント□-ラの説明書に従って RAID システムの設 
定を行ラ。 

RAID 設をの不要な大容量記憶装置コント□-ラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. に XPRESSBUILDER 」 DVD からシステムを起動させる。 

4. 忙 XPRESSBUILDER にドライバを□ー ドする]を選択し、[次へ]をクリックす 
る。 


「ドライバの□-ド」画面で大容量記憶装置用 OEM - 口 sk をセットして[実行する] 
をクリ 、ソク する。 



このオプションを選ネ尺することで、 CD - ROM またはフロッピーディスクで提供 
されているドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることが 
できます。 


己. liTF の設定でシームレスセットアップを実行する。 

• RAID の設定画面が表示された場合は、[論理ディスクの作成をスキップする]を 
チェックする 

• アプリケーシヨンの設をで[大容量記'憶装置用 OEM - 口 sk の適用]を追力□する 



このオプションを選がすることで、フロッピーディスクで提供されているドラ 
イバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 
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6. シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ー ラじ添付されている CD - ROM またはフ□、ソピーディス 
クをセツトし、じ(降は画面のメッセージに従って操作してください。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

• , J | RAID® in A- ティシ 3 ン [1 ファイル 

StepjM ^,,. 辨巧, 1 が—; 

■ 0S 巧•け 

1 への 奇 

CD の VD ドライブ、また13フ□ツビーディスクドライブへ、 
r ス容查記惟装至用〇咖卫邮をたットしてください。 


マニュアルセットアップ 

マニュアルセツトアップについて説明します。 


Windows Server 2008の場ち 

オペレーティングシステムのインス I -ールは、シームレスセットアップを使用することをお勤 
めしていますが、特殊なインス I -ールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。マニュアルセットアップで Windows Server 2008をインストールする方ま 
については、 EXPRESSBULDER じ格納されているオンラインド车ュメント 「Windows 
Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

また、 EXPRESSBULDER から 「 OEM - Disk 」 を必要に応じて作成してください。 



OEM - Disk とは？ 

「マニュアル セットアップ」では、 「 OEM - Disk 」 が必要な場合があります。 
作成方法については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライ 
ンドキュメント 「 Windows Server 2008インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。 

< OEM-Disk 名称 > 

• Windows Server 2008 64 bit ( x 64) Edition の場合： 

「Windows Server 2008 x 64 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 

• Windows Server 2008 32 bit ( x 86) Edition の場合： 

「Windows Server 2008 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 
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Windows Server 2003 x64 Editions の場合 

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。マニュ 
アルセットアップで Windows Server 2003 x 64 Editions をインス I ルする方まについて 
は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Windows Server 2003 
R 2 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あら 
かじめ EXPRESSBUILDER から、 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 



OEM - Disk とは？ 

「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - 
Disk for EXPRESSBUILDER 」 と P 乎ばれる OEM - Disk が/必要です。 

作成方法については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュ 
メント 「 Windows Server 2003 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 


Windows Server 2003 の場台 

本装置へのオペレーティングシステムのインス I -ールは、シームレスセットアップを使用する 
ことをお勧めしていますが、特殊なインス I -ールに対応する場合、マニュアルセットアップが 
必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方まじついて 
は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Windows Server 2003 
Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 


^ オプションボードを接続する場合は、オプションボード(こ添付の説明書も併せ 
g エック I て参照してください。 



OEM - Disk とは？ 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアル 
セットアップ」では 、 「Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 
と呼ばれる OEM - Disk が必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESS 巳 UILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインストールで必要となる RAID コントローラや SCSI コントローラのドラ 
イバなどが含まれています。 

作成方法については、 EXPRESS 巳 UILDER に格納されているオンラインドキュメ 
ント 「 Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し 
てくださし、。 
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論理ドライブび複数を在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーションサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、日 S をセットアップしたいパーティションを選択 
する。 

く Windows Server 2008の場合> 


Windows のインストール場所を選択してください 


く Windows Server 2003の場合> 


次の一覧には、このコンピュータ上の既をのパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


wO システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れてい 
ることを確認してか5セツトアツプを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

W 上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 
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ドライブス字の修正手順 

]：> (下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

<Windows Server 2008の場合> 

1. スタートメニューから[コンピュータ]をちクリックし、償理を選択して[ヴーバマ 
ネージャ ] を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[記憶域]-[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

日.[次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択 
する。 

目.[日 K ] をクリックする。 

7. じ(下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ドライブ文字に化存する一部のプ□グラムが正しく動作しなくなる 
場合があります。続行しますか？ 

8. [サーバマネージャ ] を終了する。 

上で完了です。 

く Windows Server 2003の場合> 

1. スタートメニューから[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コン 
ピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

己.[次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択 
する。 

目.[日 K ] をクリックする。 

7. 下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
ありまず。このドライブ文字を変更しますか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

W 上で完了です。 
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Linux のセットアップ 


八ードウエアのセットアップ完了後、 Unux(rRed Hat Enterprise Linux 5 Server」 、 「Red Hat 
Enterprise Linux ES 4」または 「MIRACLE LINUX V 4 .0」） のインストールを行います。 

セットアップを始める前に一購入時のが態について一 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本装置の八ードウエア構ぶ(八ードディスクのパーティシヨンサイズも含む)や八ードディス 
クにインストールされているソフトウエアの構成は、購入時のお客様によるオーダーによって 
異なります。下図は、目 TO (工場組み么み化荷)を指をして購入された場合の、標準的な本装置 
のハードディスク構成について図解しています。 



八ードデイスクドライブ 


Linux Recovery パーティション 
(約 5 GB ) (タイプ vfat ) 

空きエリア 


Red Hat Enterprise Linux 5 Server 、 
Red Hat Enterprise Linux ES 4. 、 
または MIRACLE LINUX V 4.0 


Linux Recover / パーァィシヨンについて 

Linux Recovery パーティシヨンには、インストールディスクのに0フォーマツトイメージファ 
イル等 、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモジュールが格納されます。 

<BTO (工場組み込み出荷)時の初期設定> 

目 TO (工場組み a み化荷)を指定して購入された本装置の八ードディスクは、お客様がすぐに使 
えるようにパーティションの設定から、 0 S 、 を種アプリケーションなどがすべてインストー 
ルされています。 


Linux サービスセットに添付される「初期設をおよび関連情報について」を参照し、 Linux の初 
期導入設をを行ってください。 

<再セットアップ ( Linux ヴービスセットを購入された場合)> 

添付の 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレ 
スセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 RAID システムの構 
築や 0 S 、 を種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は簡易 
的な操作で BT 0 (工場組み込み化荷)時の状態に復元することができます。 
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く未インストールからのセットアップ-再セットアップ> 

Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux がホインス!ルの状態から「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うために目 TO (工場組 
み込み化荷)時と異なる設をで再セットアップを行う場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格 
納されているオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレー 
シ ヨンサプリ メントガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」または 「MIRACLE LINUX V 4.0インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 
「マニュアルセットアップ」を行ってください。 
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EXPRESS 巨 UILDER の「シームレスセットアップ」ユーティリティを使ってインス I ルしま 
す。「シームレスセットアップ」とは、 Linux サービスセットを購入されたお客様向けに提供す 
る Linux 簡易インストーラのことです 。 rEXPRESSBUILDERJ DVD を使用し、 RAID システム 
の構築や 0 S 、 を種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は 
簡易的な操作でインス!'''ールできます。「シームレスセットアップ」では工場組み a み化荷状 
態に復元されますが、パーティションや root パスワードの設定の変更、およびインストールす 
るアプリケーションを選択することができます。パッケージについてはインストール後 、 「pm 
コマンド、またはパッケージマネージャで追力□および削除が巧能です。パーティション構成の 
変更などを行うために 0 S を再インス!-ールする場合は、シームレスセットアップを使用して 
ください。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。 


シームレスセットアップを実施する前に、必ず重要なデータのバックアップを 
BM とつてください。 



参 「 Red Hat Enterprise Linux 5 server」、 「 Red Hat Enterprise Linux ES 4」 
のセットアップ時にドライバディスクを作成する必要があります。別途 
ドライバディスク用に1 .44 MB フォーマット済み空きフロッピーディス 
クを1おご用意ください。 

• シームレスセットアップでは、 保存した パラメータファイルを 使用した 
り、セットアップに 必要な パラメータをパラメータファイルとしてフ 

ロッピーディスクに保存することができます。別途パラメータファイル 
用に1 .44 MB フォーマット済み空きフロッピーディスクを1枚ご用意くだ 
さし、。 

• 別途 USB フロッピーディスクドライブをご用意くださし、。 


セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項じついて磕認しておいてくだ 
さい。 


ディストリビューションについて 

シームレスセットアップでは、 W 下のディストリビューションに対応しています。 
購入されている Linux サービスセツトのディストリビューションを選択できます。 


Red Hat Enterprise 
Red Hat Enterprise 
Red Hat Enterprise 
Red Hat Enterprise 


Linux 5 Sever ( x 86) 
Linux 5 Server ( EM 64 T ) 
Linux ES 4 ( x 86) 

Linux ES 4 作 M 64 T ) 


MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside 
MIRACLE LINUX V 4.0 - Asianux Inside for x 86-64 
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BIOS の設定について 

Linux をインス I -ールする前に八ードウエアの BIOS 設定を磕認してください。 

210ぺージの「システム BIOS のセツトアップ （ SETUP )」 を参照して必要な設定を行ってくだ 
ぎい。 


オンボード SATA コント□—ラを使用して八ードデイスクドライブを接続さ 
せる場合は SATA Controller Mode Option を Compatible に設定してくだ 
さい。 


ま意すべき八ードウエア構成について 

• Linux システムをインストールしようとする八ードディスクドライブのほかに、別の 
八ードディスクドライブを接続する場合は、 Linux をインストールした後に接続してく 
ださい。 

• オプションの RAID コント□ーラに論理ドライブが作成された八ードディスクドライブ 
が接続されている場合、論理ドライブが作成された八ードディスクドライブを取り外し 
てインストールを実施してください。 

• 本装置の購入後にオプションの追力日接続を行っている場合は、 BT 0 (工場組み込み化 
荷）時の状態に戻してインストールを実施してください。 

• Linux OS が起動する八ードディスクドライブおよび論理ドライブ （"/" および "/ boot " 
を配置するドライブ）に、2,09ス 152 M 巨 (2 TB ) じ(上の容量の八ードディスクドライ 
ブを使用することはできません。 


デフオルト起動カーネルの設定について 


シームレスセットアップでは、アー羊テクチヤが x 86 の場合、搭載メモリ容量じかかわらず 
hugemem 力ーネルがインストールされます。搭載メモリ容量が 16 G 巨]: i 上の場合は hugemem 
カーネルが、 16 GB 未満の場合は SMP カーネルが、デフォルト起動カーネルとして設定されます。 


参 「Red Hat Enterprise Linux 日 Server」 では hugemem 力ーネルは存在し 
をエック 1 ません。 

参 「Red Hat Enterprise Linux 己 Server (x86)J および 「Red Hat 

Enterprise Linux ES 4」は 16GBJ：i 上のメモリ容量をサポートしていま 
せん。 


シームレスセットアップの実施後に、 W 下の条件で本装置の八ードウエアを増設した場合は、 
hugemem 力ーネルをデフオルト起動力ーネルに設をしてください。 



hugemem 力ーネルの利用時、 SMP 力ーネルの利用時に比べて性能が劣化する 
場合があります。 


アーキテクチャび x 8 目かつ搭載メモリ容量を1目 GBl ^ U 上に増設した場合 

下の〕マンドを入力し、 hugemem 力ーネルを GRU 巨のデフォルト起動力ーネルに設定して 
ください。 

[MIRACLE LINUX V 4 .0] 

# grubby - set - default 二/ boot / vnnlinuz -2.6.9-78.8 AXS 2 hugennenn 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを図に示します。 



Linux 用ドライバディスクの作成で 


パラメー タの □—ド ( Step 2) 


□—ドずる □ードしない（フ□ジピーディスクなしの場さも含む） 

♦ か 


05の還択 （ steps ) 


巧へ 

争 

RAID ①設定 ( Step 4) 


巧へ 


巧へ 


Linux の詳細設定 （ Step 已〜 steps ) 


次へ 


巧へ 


巧へ 


バラメータを セー ブ （ Step 10) 


セーブずる セーブしない口□ッピーディスクなしの場さも含む） 

♦ か 



A - ドディスクドライブか6の A — ドディスクドライブか5の CD / DVD か日© 

インス!ル（既巧の Linux インストール （Linux Recovery イ、ス | ル 

Recovery ； (-テイシヨンを使用）パーテイシヨンを新測乍成） 


み 


インストール用/ (-テイシヨンの作成*3 


み 


インス!ルディスク1枚目のセット•コピ ー 


インストールディスク吕枚目 L ソ降の 
セット.コピ_ 


CD / DVD . フ□ッピーディスクを取り出ずで 




」 *1 


再起動後、ドライバディスクのセット-適用で 


Linux のインス I ル’4 


み 

__ U 

み 

__I 

み *4 


再起動後、インストール終了 


み 


RAID の設定 ( Step 4) で論理ドライブを設定した場合、このフエーズび 
実行されます。 

[MIRACLE LINUX V 4.0 J ではドライバディスクを使用しません。 

-八ードディスクドライブか日のインス I ルでは Linux Recovery 
パーティシヨンを作成します（インストール後ら残ります）。 

- CD / DVD か6のインス! -- ルでは、作業用パーティシヨンを作成 
します（インストール中に削除されます）。 

Linux 標準インス I ラによるインス I ルび進行します。 

メッセージに従って、インス!ルディスクまたは 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD をセットしたり、パーティシヨンの手動設定を行ってください。 

_I :入力ゃ還択が必要な作業 

C D ： 自動のに作業が進む内容 
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セットアップの手順 

Linux のインス!ルを行うには]: i 下のインス I ル対象の 0 S のインストールディスクが必 

去しろ0 

※[■八ードディスクからのインス I -- ル」を選択し、既存の Linux Recovery パーティシヨンを 

使用してインス I -ールする場合は、インス I -ールディスクは不要です。 

• Red Hat Enterprise Linux 5.3 Server ( x 86) Install Disc 1 〜 5 
または Red Hat Enterprise Linux 5.3 Server ( x 86) Install DVD 

参 Red Hat Enterprise Linux 5.3 Server ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜 6 
または Red Hat Enterprise Linux 5.3 Server ( EM 64 T ) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 ( x 86) Install Disc 1 〜 5 
または Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 ( x 86) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜 5 
または Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 ( EM 64 T ) Install DVD 

• MIRACLE LINUX V 4.0 SP 3 インストール CD 1 〜 3 
または MIRACLE LINUX V 4.0 SP 3 インス I -ール DVD 

• MIRACLE LINUX V 4.0 for x 86-64 SP 3 インストール CD 1 〜 3 
または MIRACLE LINUX V 4.0 for x 86-64 SP 3 インス I ル DVD 



• 必要に応じインストールディスクを作成してください。インストール 

ディスクの作成方法は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されている 
オンラインドキユメントの r Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨンサプリメントガイド 」、「 Red Hat Enterprise Linux 4 インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」または 「 M 旧 ACLE LINUX V 4.0 インス 
トレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

参 「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server」 、「 Red Hat Enterprise Linux ES 4」 
用の 「 Linux メディアキット」を購入されたお客様は、インストール 
ディスクを作成する必要はありません。 


ム(下に、シームレスセッ ト アップの手順を説明します。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にしてください。 

2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESS 巨 UILDERJDVD をセットしてくださ 
し、。 
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3. DVD をセットしたら、リセットする (く Ctrl >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを押す)か、 電 
源を日 FF / 日 N して本装置を再起動してください。 

光ディスクドライブから EXPRESSBULDER が起動します。 W 下のメニューが表示 
されたら、 rosins ね nation *** default ***」を選択してください。ここで選択しな 
い場合は、自動でシームレスセツトアップの流れに進みます。 



4. 表示言語の選択画面が表示されたら、「日本語」を選択し、[日のをクリックして 
<ださい。 



5. トップメニューが表示されます。 

シームレスセットアップを実行する」を選択し、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


1— を这巧して， r ホへ J ポ3ンモ巧してくだみ、 ♦ 


•RAI 前おや 0S るインストールするち合は、トンームレスせットアッフを*巧する J をさ巧して 
-巧荣をな了する*!合は、 Texpressbuilde 巧な了する J を法れしてくだみ、 • 
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6. [パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 

パラメータを□ー ドする場合は「パラメータを□ー ドする」を選択し、パラメータ 
の入ったフ □、ソ ピーディスクをセットしてパラメータファイルのパスを入力してく 
ださい。パラメータの□ー ド後、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータを□ー ドしない場合やフ □、ソ ピーディスクドライブが接続されていない 
場合は、 r パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックしてください。 



一^ Linux サービスセット用のパラメータは、「スキップする」機能には対応してい 
Iチェック I ません。 

7. [0 S の選択]画面が表示されます。 

Linux をインストールする ( Linux サービスセット用)」を選択し、[次へ]をクリックし 
てください。 

8. [ RAID の設定]画面が表示されます。 

設定内容を磕認し、修正が必要な場合は r 次の設をで論理ドライブを作成する」を選 
択し、パラメータを設定してから、[次へ]をクリックしてください。 

RAID コント□ーラを使用していない場合や、既存の論理ドライブをそのまま使用す 
る場合は、「論理ドライブの作成をス 羊、 ソプする」を選択し、[次へ]をクリックして 
ください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step J 气…料," r 普’， ||叫"》|鄉"》|鐵"》 

ini 巧ドライフを巧巧し a す， 

RAID3 ントローラを巧巧していない巧を、およぴ、すでにけ巧ネれているお巧ドライブを®巧ずる«をは、スキップを这巧しホへ法んでくだみ、 • 

なお、 iisa ドライブのけ巧には，同型«のみ a デバイスしか巧用できません， 


な泣ドライブのけ巧をスキップする 

ぐかのを走で进泣ドライブをけ巧する gsa ドライブが历巧の«を.デイスウ巧のデ —9 はずべてミ肖去されまず)一 
RAID] ントローラ ：一 

巧巧されているをみ巧5：バイスの色み ：一 

なほドライフを件なする巧バイスのちみ ：… 

RAID レペル … 

ホットスペアに巧定さわる巧理 f バイスの占致 ：… 

巧用しない巧巧デバイスの g 致 ：— 
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9. [ディストリビューションの指定]画面が表示されます。 

インス I -ールするディストリビューションをリストから選択してください。 

「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 を選択すると、インストール番号の入力 
フォームが表示されますので 、 「Red Hat Enterprise Linux 5」のインストール番号 
を入力してください。インストール番号の入力を省略した場合、サブスクリプシヨ 
ンに含まれている全パッケージグループにアクセスできない場合があります。 



「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 のインストール番号の詳細については、 
「 EXPRESS 巳 UILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメントの 「Red 
Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照してください。 


次にシームレスセットアップ-インス I -ール车一を入力してください。シームレス 
セットアップ-インストールキーは、 Linux サービスセットに同捆されている「はじ 
めにお読みください」に記載されています。シームレスセットアップ-インストー 
ル车一の入力後、[次へ]をクリックしてください。 



Linux サービスセット について 

rUnux サービスセット」は、 Linux (ディストリビューシヨン)とサポートサービスな 
どを組み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安んしてお使いいただけ 
るようにする製品です。システムの運用性-信頼性向上とシステム管理者の負荷軽 
減の実現のために、下記のを種機能やサービスを提供しています。 

• 設を時や障害時の問題解まを支援するサポートサービス 

• 導入時の作業時間を大幅に削減する巨 TO インストール化荷 

• 出)荷対象の全ての 0 S •サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安ムして 
運用していただける環境を提供 

• 製品化荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報-アップデート手 
順を提供 

• 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 
「 Linux サービスセット」の詳細については、 W 下の Web サイトをご覧ください。 

http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 
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10. [インストール方法の選択]画面が表示されます。 

「八ードディスクからのインス I -ール」または rCD / DVD からのインストール」を選 
択し、[次へ]をクリックしてください。 

11. [パーティション-パッケージの設定]画面が表示されます。 

パーティションの設定は、「目 TO (工場組み么み化荷）時パターン1〜3」、「手動で 
設をする」から選択してください。 swap パーティションのサイズを変更する場合は、 
「搭載メモリから算化する」、 「 BT 0 時の設をにする」、「サイズを指定する」から選 
択してください。設を完了後、[次へ]をクリックしてください。 

パッケージの選択は BT 0 (工場組み込み化荷)時の構成と同様になります。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 

バ—ティシヨンを巧左し2す， 

r キ巧で投定する J を法化しち巧を、シ■-ムレスセットアップ度 IW 巧、 Linwcoa 巧インか > ラで旧巧にを定する么丢があります* 
なお、パ—ティシヨンのサイスは、インストレ—シ3ンサフリメント巧イドに巧ちされている S 出巧の巧*をる示しています， 
システムの A なや目的，ディスクとのバランスなどじよりサイスモ* s してください， 




パッケージの選ネ尺画面で「こちら」をクリックすると 、 BTO (工場組み込み出 
荷）時のパッケージー寶が表示されます。 

BTO (工場組み込み出荷）時のパーティション設をおよびパッケージグループ 
の詳細については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンライン 
ドキュメントの 「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプ 
リメントガイド 」 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメン 
トガイド」または 「 M 旧 ACLE LINUX V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガ 
イド」を参照してください。 
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12. [その他のインス!-ール設定]画面が表示されます。 

root パスワードを入力してください。 root パスワードは、6文字上127文字下で 
設ちします。 root パスワードを入力後、[次へ]をクリックしてください。 

13. [追加アプリケーシヨンの指定]画面が表示されます。 

必要なアプリケーションを選択し、[次へ]をクリックしてください。 


W-0 Universal RAID Utility は必ず選択してください （ RAID システム構成の場合 
置 3 のみインストールされまず）。 



マウスポインタをアプリケーシヨン名に移動させると、アプリケーシヨンの説 
明が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step Kifi" I" 剛 •♦I ぐ衙 ♦ I 課ぅ 

シ—ムレスたットアップ時にインストールするアプリケ—シヨン对自 a 
インスト—ルするアフ U ケ—シヨンのチェックボッウスをすェックしてく 
巧 S:UniverMl RAID U 川 iry は化すチェ■ノウしてくだまい（かのシスラ 


「アフリヴ-シヨン a 巧一 


*7 ウスボインさをアプリケ—シヨンちじ#助さだると、アブリク—シ3ンの巧巧がま示まれます， 




は. 7ネ—ジャ巧おを巧巧する KMPRO ふ MrWwigw とともに巧 ffl しサ—バ 
の g 枯 Btt. 予 R 巧ず、6まち巧機指を巧なしまず， 

スフレス ii 法サービスは、サ ー/ い、ードウエアのアラームがまの化巧)をち田的に W 化しイン 


1»1こよって B 巧セン 5—1 こ ii 保、巧ず巧点からおさ巧へこぷ16するサーピスを受 
ヴトウエアで、ちな t ン5一への} i 巧巧能を巧巧します， 


〇次へ 


0デフォ 


14. [パラメータのセーブ]画面が表示されます。 

パラメータをセーブする場合は r パラメータをセーブする」を選択し、 1.44 M 巨 
フォーマット済みのフ□、ソピーディスクをセットした後、ファイルををボックスへ 
入力し、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータをセーブしない場合は r パラメータをセーブしない」を選択し、[次へ]を 
クリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


•. ，、-テイシむ 1) その隹の 1) 追な 77•リ 11諭パクメ— ■白 »イン 

Step I も浴7… Ik ををイ J な巧… 11踞イ卡| るが! 



■ 執弓」 
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1己.[自動インス!-ールの開始]画面が表示されます。 

インス I -ールに必要なインストールディスクを準備し、[実行する]をクリックして 
ください。 

irO 「Red Hat Enterprise Linux 已 Server 」 では、一部のパッケージに障害び 
置3 あります。シームレスセットアップ実行時に、【重要なお知5せ】び表示され 
まずので、表示される内容に従って、シームレスセットアップ後にパッケージ 
を更新してください。 


八ードディスクドライブのデータを削除してよいか、確認のメッセージが表示され 
ます。セットアップを続行する場合は、 [0 K ] をクリックしてください。 

データの保存が必要な場合は、[车ャンセル]をクリックして、セットアップを中断 
してください。その後、再起動し必要なデータを保存してください。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

一. 11"- テイシ3ン 11 その II の D 追 ft 

Step 1 おお 7 … J おで … IJ お 

m r パラメータ Hi 611イン 1 

乎い佈 … 1|^ 

シ—ムレス它ットアップに么妄な巧巧ををて巧ちしました* 

[S 巧する巧巧すと、シームレスセットアップ S 巧化します* 


インスト—ルをま巧ずるには、は下のメディアがお要でず* 




インストールする OS もしくはインストール方まによって、表示される画面の 
内容は異なります。 
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16. 手順8で RAID を設定した場合は、 [ RAID の構築]画面が表示されます。 RAID の構 
築が完了後、 [ Linux 日 S インストールの準備画面に移り、 Linux 用ドライバデイス 
クの作成を促すメッセージが表示されます。 


^ 「MIRACLE LINUX V4.0J ではドライバディスクを作成する必要がないため、 
区エック I このメッセージは表示されません。手順 17. に進んでください。 


Linux 用ドライバディスクを作成する場合は、[はい]をクリックしてください。 



Linux 用ドライバディスクを作成済みの場合は、[いいえ]をクリックして、手順17に 
進んで < ださい。 

フ□、ソピーディスクを要求するメッセージが表示されます。 1.44 M 目フォーマット 
済みの空きフ□、ソピーディスクをセットして、 [0 K ] をクリックしてくださし ^。 Linux 
用ドライバディスクが作成されます。 


e 


id Hat Enterprise Linux 5.3 Server {x86 ) 巧ドフイバディスク 
«-xxx]J を作がします * 




画面に表示されたタイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおく 
と、後々の管埋が容易です。 
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17. Linux のインス!-ール準備を進めます。 


[ r 八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

八ードディスク上の既存の Linux Recovery パーティシヨンからインストールする 
場合は、手順19じ進みます。 

八ードディスク上に、インス I ルするディストリビューシヨンに対応した Linux 
Recovery パーティシヨンがを在しない場合は 、 Linux Recovery パーティシヨンを 
新規に作成するために手順18じ進みます。 

[rCD/DVD からのインス I -ール」を選択した場合] 

手順18に進みます。 

18. Linux のインス I -ールディスク1枚目を要求するメッセージが表示されます。 

[ A - ドディスクからのインストール」を選択した場合] 

インス I ルするディストリビューシヨンの1お目のインストールディスクをセッ 
卜し、 [0 K ] をクリックしてください。 

メッセージに従って、2枚目じ(降のインストールディスクを入れ替えてください。 
Linux Recovery パーテイシヨンが作成されます。 


回 


ぶ! 


e 


iU 下のインストールディスウが么罢でず， 

インストールディスウの〕ピー （ ISO イメージ化）にかかる時間 
は、 CD1 巧あたり巧 3 〜 7 巧、 DVD1 巧あたり巧 1 い 20^ です， 


Red Hat Enterprise Linux S.3 Server (x86) Install DVD 
または 

e Linux 53 Server 卜 86) Install Disc 1 
Linux 5-3 Server 卜 86) Install Disc 2 
Linux 5.3 Server (jc 目ら） Install Disc 3 
Linux 5.3 Server 卜 86) Install Disc 4 
Linux 5.3 Server 卜が ） Install Disc 5 


に D / DVD からのインス I -ール」を選択した場合] 

インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインストールディスクをセツ 
卜 し、 [0 K ] をクリックしてください。 

インス I -ールディスク1枚目からファイルのコピーが行われます。 


な 


1 け目のインストールディスク 

Red Hat Enterprise Linux 5.3 Server (x86) Install DVD 
または 

Red Hat Enterprise Linux 5.3 Server (x86) Install Disc 1 
を CD/DVD ドライフに巧入してくだみ 


J キャンたル 
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19. ドライブからディストリビューシヨンのインス I -ールディスク、 

「 EXPRESS 巨 UILDERJDVD 、 フ□ッピーディスクをすべて取り出し、[日 K ] をク 
IJ ックして<ださい。 


田 


ぶ] 


e 


ドライフから CD/DVD とフロッピ ー デイスウを巧り化してください • 



再起動を促すメッセージが表示されますので、[再起動]をクリックしてください C 


な 


システムを再起なします， 

r Do you have a driver distc?J のイッセージが某。されたら [Yes] を 
巧し面旧の巧示じないドライバディスウを巧巧してくを夕^ 

ぶ中、！' You have multiple device* 」のパッセージが去でされた 
巧合は r*dj を法巧してくだみ 

r CD が巧つかりません ♦ J または r CD Not FoundJ の乂ッセージ 
が去示されたら、 1 巧目のインストールデイスウを巧入し、[〇巧を 
巧してくだみ 


2日.再起動後、ドライバディスクの有無を確認するメッセージ （"Do you have a 
driver disk ?") が表示されます。 


^ 「MIRACLE LINUX V4.0J ではドライバディスクを作成する必要がないため、 
このメッセージは表示されません。手順 24. に進んで<ださい。 


[ Yes ] を押してください。 



21. フ□ッピーディスクドライブを指定するメッセージ （ "You have multiple 
devices ..") が表示された場合は、 " sda " を選択し、 [0 K ] を押してください。 

22. ドライバディスクを要求するメッセージ （ "Insert your driver into ..") が表示され 
ます。 


Linux 用ドライバディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツ ト し、 [0 K ] を押して 
ください。 
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23. 他のドライバディスクの有無を確認するメッセージ （ "Do you wish to load .；) 
が表示されます。 

[ No ] を押してください。 

24. Linux のインストールが開始されます。 

[八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインス I —ルが進行します。 


rCD/DVD からのインストール」を選択した場合] 

メッセージ （" CD が見つかりません。"または "CD N 饥 Found ") が表示されますの 
で、インス I ルするディストリビューシヨンの 1 枚目のインストールディスクを 
セットし、 [0 K ] をクリックしてください。 



手順11のパーティションの設をで「手動で設をする」を選択した場合は、インス 
トールの途中、パーティション設を画面が表示されますので、必要に応じ設を 
してくださし、。なお、「ハードディスクからのインストール」を選択してパー 
ティ ショ ンを手動で設をする場合、パーティション設を画面に Linux Recovery 
パーティション（約 5 GB ) (タイプ vfat ) が見えていますが、削除しないでく 
ださし、。手動パーティション設定:については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されているオンラインドキユメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 
インストレーシヨンサプリメントガイド 」、 r Red Hat Enterprise Linux 4 インス 
トレーシヨンサプリメントガイド」または 「 M 旧 ACLEUNUXV 4.0 インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


2日. Linux のインストールを進めてください。 

[八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインス I '''ールが進行します。 

に D / DVD からのインス I -ール」を選択した場合] 

メッセージに従って、2枚目じ(降のインストールディスクを入れ替えてください。 

インス I — ルの終了後、 「 EXPRESS 目 ULDERJDVD を要求するメッセージ （ "Please 
insert EXPRESS 目 ULDER Ver . 5. xx - xxx.xx disc" 、 "Press ENTER to continue .”） 
が表示されますので、 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットし、拒 NTER ] を押してく 
ださい。 

26. アプリケーションがインス!-ールされます。 

アプリケーションのインストール終了後、ディストリビューションの完了画面が表 
示されますので、 「 EXPRESS 目 ULDERJDVD (セツトしている場合のみ)を取り化し、 
[再起動]を押してください。 



本体装置の構成により、再起動できない場合があります。リセット 
レ Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す）または電源を OFF / ON し、本体装置を再 
起動してください。 


27. 再起動後、 Linux ヴービスセットに添付される r 初期設定および関連情報につい 
て」を参照し、必要に応じて設定を行ってください。 


上で、シームレスセットアップは完了です。 
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Linux サービスセ、ソトを購入された場合は、 Linux が未インストールの状態から r シームレスセット 
アップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うためじ BTO (工場絹み込み化 
徹時と異なる設定で再セットアップを行う場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD (こ格納されてい 
るオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメ 
ントガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4インストレーシヨンサプリメントガイド」または 
「MIRACLE LINUX V 4.0 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセット 
アップ」を行ってください。 




